7 ニユアルのほいかた 


^まむしてお使いいただくために- S 

•パソコンをお取り扱いいただくためのミ主意事項 
ご使用前に必ずお読みください。 
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セットアップガイド- . ^取扱説明書 




广 MAWP/bWB %. 

•パソコンの準備 


• 電源の入れかた 

• Windows のセットアップ 


• 各部の名前 

•電源の切りかた 


• 増設メモ1」の取り付け/取りはずし 

• Q & A 集（電源び入らないとさ） 


•パ'ッテ U パックの交換 

■ U カバ U (再セットアップ） 


• システム環境の変更 

• 廃棄/譲渡 


など 

など 
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广オンラインマニュアル（本書）- . 

Windows び起動しているときにパソコンの画面上で見るマニュアルです。 

•パソコンの基本操作 

■ネットワーク機能 

• 周辺機器の接続 

•パ'ッテ U で使ラ方法 

• システム環境の変更 

•パソコンの動作びおかしいとき/ Q & A 集 

など 
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广リリース情報- . 

• 本製品を使用するラえでのミ主意事項など 
必ずお読みください。 

「はじめに- ■■ U リース情報について」 
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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、：欠の決まりに従って書かれています。 


KK 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ミま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
7 R しよ9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 


* 1重傷とは、失 B 月やけび、やけど（高温•ほ温)、感電、骨巧、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋' 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 
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B 用語について 


本書では、巧のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0 S ) を示します。 

アプ U ケーシヨンまたはアプ U ケーシヨンソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 


Windows または Windows XP 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition operating system 日本語版を示します。 

Bluetooth モデル 

Bluetooth 機能び搭載されているモデルを示します。 


ご購入のモデルの仕様については、別紙の 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズ 
をお使いのかたへ』を参照してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U - ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• ァプリ ケーションについては、本製品にプレインス I -ールまたは内蔵八ードディスクか日イ 
ンス I -ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 

• 本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書では、コント□-ルパネルの操作方法について r カテゴ U 表示」を前提に記載しています。 
「クラシック表示」になっている場合は、「カテゴ U 表示」に切り替えてか日操作説明を確認 
してください。 

カテゴリ表示とクラシック表示『ヘルプとサポートセンター』 


n Trademarks 

• IVIi 巳 「 osoft 、 Windows、Windows Media、Windows Uve 、 SkyDhve 、 Ex 巳 el 、 Outlook 
は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は、 Microsoft Windows Operating System です。 


• Intel 、 インテルは、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel Corporation またはそ 
のテ会社の商標、または登録商標です。 


• Confi 旨 Free は、株式会社東芝の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶみ） 


• SDHC □ゴは商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 
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• TRENDM に RO 、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• Bluetooth は、その商標権ちび所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 


a プ□七ッサ （ CPU ) に関するごミち意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力は次のよラな条件によって違いび現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくはほ速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運胤こ高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1,000メートル （3, 280フイート）じ(上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3ぴ C (高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する状 
態にて本製品をご使用ください。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 


MM 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権ちの権利び保護されています。こラした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲ミ度、ネットワーク上での配信などを行うと、「著作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使巧して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 
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匯■リリース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのミ主意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表おされます。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[はじめに]一[リリース情報]をクリックする 


mm お願い 

•本製品の内蔵ハードディスクにインストールされているシステム （0 S )、 アプリケーション 
じ(外をインストールした場合の動作保証はでさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウェアの領域を壊す 
おそれびあります。 

•内蔵八ードディスクにインストールされているシステム （ OS )、 アプリケーションは、本製 
品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウェアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ5れています。取り扱いにはミ主意してください。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型衝を確認後、東芝 P 仁あんしんサポートに連絡してください。有償にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ巧策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピュータ 
を保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始か590日間に限り無料で行うことびできます。目0曰を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない巧態となりますので、必ず期限切れ前に有償の正規サー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーション起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーションを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーションでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくよラお願いしております。弊社 

ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録已お客様登録の手続き」 
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パソコンの昼本操作を覚えよ3 

このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 10 

2タッチパッド . 12 

3キーボード . 18 

4八ードディスクドライブ . 24 

已画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 28 

6サウンド . 29 

7いろいろなメディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ッI . 31 

8 Web カメラを使う . 36 












電源を入れるとを 


U メッセージび表示された場合 

電源を入れたとさにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 
• ユーザパスワードを設定している場合 

電源を入れると;夕のメッセージび表示されます。 

パスワードを入力して下さい。 

設定したユーヴパスワードを入力し、 I ENTER I キーを巧してください。 

バスワードについて r 已章已バスワードセキュリティ」 

封メモ 

•購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 


• HDD パスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 

内蔵 HDD 1のユーザパスワードの入力 

設定した HDD パスワードを入力し、 I ENTER | キーを巧してください。 

Xff ィモ 

• パスワードの入力5スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

•ユーヴパスワードと HDD ユーヴバスワードの両方を設定してある場合は、パスワード- ►HDD パス 
ワードの順に認証び求められます。ただし、バスワードと HDD ユーヴパスワードび同一の文字列の場 
合は、パスワードの認証終了を、 HD □パスワードの認証は省略されます。 

バスワードについて r 已章已バスワードセキュリティ」 


■ メッセージが表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「Q&A 集」をご覧ください。 


パソミの蒙操作養ぇょラ 



















I ■電源を入れるとさ 


B 起動するドライブを変更する場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、次の方法で変更でさます。 

■一時のに変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューから、起動するドライブを選択でさます。 

f 電源スイッチを巧し、 [ dynabook ] 画面び表示されている間に| fu キ~ 
を数回押す 

f 起動したいドライブを^または^キ-で選択し、 I enter I キーを押す 

一時的にそのドライブび起動最優先ドライブとなり、起動します。 


パ本操作を覚えよラ 

















パ 電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
ソ 印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしなび日 
□ パソコンを操作していきます。 

ン パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ちボ 
の タンびあります。 

基 

^ タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 
} 虽 ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 

作 
を 
覚 
を 
ぶ 


タッチパッドの操作にあたって — 

•あらかじめ、「付録 D - ■■-タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 













Q タッチパッド 


U タッピングの方法 

タッチパッドを指で軽くたたくことを「タッピング」といいます。 

タッピング機能を使ラと、左ボタンを使わなくてち、なのよラな基本的な操作びできます。 


□ クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク I 」ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか5指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 




パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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Q タッチパッド 


2 


タッチパッドのほ用廣境を設定する 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


[マウスのプロパティ]の起動方法 

[スタート]一[コント □ —ルパネル]をクリックする 


[给プリンタとその他の八—ドウエア]をクリック- 
クリックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 


マウス]を 


モデルによって、表示される画面は異なります。 

L ソ降の説明は、表示された画面に合わせた説明をお読みください。 


回図^^ ■ 7 ウスのブ日パティ 


ポタンポインタポインタオプション_ホイゴし A - ドたア_0)デバイス記ちかチ/_わドの On / O け 
ボタンの巧巧 


テ••"，ィスが画 
巧ちきき用(の 
左 

-ちウリッウ(培おの进折とドラパ‘） 


□ 


. ちきき用(じ 


^のめテけい一と獅 


巧％りわりの违さ(の 

ちけ||のフォルタをタブルクリックして、1访巧ストしてくだな、フォルダが閉いたり巧 
じた口しむい巧さは、ホ*ちぶしてください。 




ウリッウ□ッウ 

「ウリッ加如をオンじするの 


疑甥る 

度ヴわル r 


蹲押琴織らら織賴ド韶盈證ま视耀培辨 

.まん 


0 K I [ キサン t ル II 巧吊巧） 


ポタン^インタ.ボイシタオブシ3ン JV - ドウ 1 ァ_拉巧_9巧"ッドの 0 n /0«, 
ポタンの巧ぶ 

□主と宜 J のポ々ンを切り替える殺 
谨おやドラックなどのちな视組こ右側のボタンをほ用する 
巧さ•は' このチ J ツク jK ツクスをオンじけす。 


な 


さ’ブルか》クの迂度 

右け晚フォル;2がブルが乂>ド’巧ミ巧ストしてくを 
い。フォルグカを瓦、たり南(:;たり 1«ない巧合は、廷度をさくし 
口だミい。 


逐度 (fi ): 巧く 


速く 


lJ 


饥ツウ□リウ 

□ウリツク□ツクをオンに才るの 〜，- 

マウスのボタンを巧したままでがても.な要！を示やドラツヴができます。巧目をクリツ 
ウし、マウスのボタンを少レが1?甲したまおこしてがなします。;対こ、目的のはきま 
でマウスをなめし、ミこでらう一度ウリッウします。 


OK ] I キサン松レ I 細み） 


上図のよラな画面び表示された場合 


「本項 B - 2-1 画面の場合」へ進む 


上図のよラな画面び表示された場合 

♦ 

「本項 B - 2-2 画面の場合」へ進む 
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パソミ S 本操作を覚えよラ 












Q タッチパッド 


B 設定方法 

■ 2-1 画面の場合 _ 

I [マウスのプ□パティ]のさタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをク 
リックする 

各機能の設定については、ヘルプを参照してください。 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

□ヘルプの起動方ま 

① r マウスのプ□パティ J を起動後、画面ち上の0ボタンをクリックする 

ポインタびげに変わります。 

② 画面上の知りたい項目にポインタを 置き、 クリックずる 

ヘルプび表示されます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


5 






Q タッチパッド 


2-2 画面の場合 _ 

I [マウスのプ□パティ]のきタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをク 
リックする 

各機能の設定については、ヘルプを参照してください。 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインタなどの各種設定びできます。 
タッチパッドの設定をするには、引き続きなのよラに操作してください。 

B [拡張]タブで[拡張機能の設定]ボタンをクリックする 



日広張機能の設定]画面び表示されます。 

[タッチパッド]タブまたは[その他]タブで各項目を設定する 

各項目にポインタを合わせると、画面下部の[説明]欄に詳細び表示されます。 




パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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Q タッチパッド 


^ \〇役立っ操作集- S 

タッチパッドを無効/有効にするには 

キー操作でタッチバッドによる操作を無効にしたり、ち効にしたりすることびでをます。 

店团+@キーを巧すごとに、タッチバッドの無効/有効び切り替わります。 

丘因+@キーでタッチパッドのち効/無効を切り替える場合は、タッチバッドから手を離してから 
行ってください。 

\ fn ] +@キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、 力ーソ J レの動さび数秒不安をになることび 
あります。そのよラな場合は、1度タッチパッドから手を離してくださし、しばらくすると、正常に操 
作でをるようになります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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3 I キーボード 




キーボード図 


ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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キーボード 


- PRTSC (プ U ントスク U - ン） 

く SYSRQ (システムリクエスト)>キー 

- PAUSE (ポース く BREAK (プレーク)> キー 


- INS (ィンヴート)キー 

文字の入カモードを拝入/上書きに切り替える 
ときなどに使う 




PR 

SY 

SC 

RQ 





PA 

BR 

SE 

AK 





S 


% 






1 


% 

僅.' 

_ ほ 


八へ 


¥ - 



DEL (デ U —卜)キー 

文字を削除するとさなどに使ラ 

- BACKSPACE (バックスぺース)キ_ 



ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

才ーバレイキー 
SHIFT (シフト)キー 
矢印キー 

カーソル移動などに使ラ 
また、 FN (エフエヌ）キーとの組み 
合わせにより、特殊機能を実行する 
ときに使う 


FN (エフエヌ)キー 

才ーノ（レイキーを使用するとさやフアンクシヨンキー、矢印キーとの 
組み合わせにより、特殊機能を実行するとさに使ラ 

-アプ U ケーシヨンキー 

タ ツチパツ ド手前のちボタンや、マウスのちボタンを押ずことと 
同じ動作を行いたいとさに使ラ 


—カナ/かな< □- マ字 > キ- 
-変換キー 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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B キーボード 


2 


—ポードの文をキーのほいかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使 
います。文字キーに印刷されている2〜6種類 
の文字や記号は、キーボードの文字入力の状 
態によって変わります。 


ち上 



左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。 |5 h // t | キーを巧しなびら巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でさま 
す。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

も上 

かな入力びでさる状態で ISH / frl キーを巧しなび日巧すと、記号、ひらびなの促音 
(ルさい「つ」）、物音（ルさい「や、ゅ、よ」）などび入力できます。 

中央ち 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 

左下 

ア□一状態のときに巧すと、カーソル制御キーとして使えます。 

ち下 

数字□ック状態のときに巧すと、テンキーとして使えます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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B キーボード 


I キーを巧った便利な機能 _ 

各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ 田^キーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

\ FN \+\ ESC \ 

<スピーカの S ユート> 

1円\/|キーを押したまま、 |£5 C | キーを押すたびに内蔵スピーカや 
へッドホンの音量の5ユート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[ fn \+\ space \ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切り替え> 

17^キーを押したまま、 Ism び1キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

画+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピユータをワークステーシヨン□ック状態にしまず。 

解除する1しは、1か/// T | キーを巧して画面を表本し、ユーヴ名をク 

U ックしてください。 

Windows の□グオンパスワードを設定している場合は、パスワード 
入力欄に Windows の□グオンパスワードを入力し、1 ENTER 1キー 
を押して < ださい。 

圃+回 

<省電カモードの設定> 

キーを押すと、設定されている「まち省電力」のプロ 
ファイルび表示されます。 

圧を]キーを押したまま、店司キーを押すたびにプ□ファイルび切り 
替わります。 

圃+回 

<スタンバイ機能の実行> 

[ MJ キーを押したまま、 F 3 1キーを押し、表术される画面で[はしリ 
ボタンをク U ックすると、スタンバイ機能び実行されまず。 

圃+回 

<休止状態の実行> 

[ MJ キーを押したまま、 F 4 1キーを押し、表术される画面で[はしリ 
ボタンをク U ックすると、休止状態び実行されます。 

画+回 

<表示装置の切り替え> 

表示装置を切り替えます。 

詳細について「3章0外部ディスプレイの接続」 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

巧のキーを押したまま、 [7 ロキーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のアイコンで輝 
度の状態を確認でさます。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

[ M ] キーを押したまま、 [771 キーを押すたびに本体液晶ディスプレ 
イの輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面のアイコンで輝 
度の状態を確認でさます。 

圃+回 

<無線通信機能のオン/オフ> 

BIOS セットアップで無線通信機能をオンにしている場合、 

巧の+17リキーを押すと、使用している無線 LAN または 
目 Iuet00th * i のオン/オフを切り替えます。 

圃+回 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にでさます。再び有効にするには、 

をラ1度臣互]+@キーを押します。 

詳細について 

「本章 0- 因タッチバッドの使用環境を設定する」 


* ] 目 luetooth は目 luetooth モデルのみ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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キー 

内容 

[ fn \+\ fw ] 

<オーバレイ機能> 

キー左下に印刷された、カーソル制御キーとして使用でさます（ア 
口一状態)。ア□-状態を解除するには、ちぅ1度 If がキー 
を押します。 

Arrow Mode 固 LED が点灯します。 

rwi+i …] 

<オーバレイ機能> 

キーち下に印刷された、数字などの文字を入力でさまず（数字□ッ 
クが態)。数字ロック状態を解除するには、もぅ1度网+1… 
キーを押します。 

アプ U ケーシヨンによっては異なる場合びありまず。 

Numeric Mode 國 LE □び点口します。 

[ FN \ + \ F 12] 

<スク□-ル□ック状態> 

-部のアプ U ケーシヨンで、圧] E 00キ-を画面スク□-ル 
として使用できます。ロック状態を解除ずるには、をラ1度店因 
+| fU | キーを巧します。 

画+田 

く PGUP (ぺージアップ）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 [ M ] キーを押したまま、 rn キーを 
押すと、前のページに移動でさます。 

画+の 

く PGDN (ページダウン）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、キーを押したまま、 0] キーを 
押すと、次のページに移動でさます。 

圃+日 

く HOME (ホーム）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 [ M ] キーを押したまま、円キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最初に移動します。 

圃+日 

く END (エンド）> 

一般的なアプ U ケーシヨンで、 [ M ] キーを押したまま、円キーを 
押すと、カーソルび行または文書の最後に移動します。 

圃+囚 

<縮ル> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、巧のキーを押したま 
ま、己]キーを押すと、画面やアイコンなどび縮小されまず。 

画+回 

くお大> 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、巧のキーを巧したま 
ま、巧]キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されまず。 

圃+团 

<音量ル> 

スピーカの音量をルさくする章0 サウンド」 

画+团 

く曰里入户 

スピーカの音量を大さくする章0 サウンド」 


ド 


キ 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 
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B キーボード 


' \〇役立ご操作集- 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプ U ケーシヨンの 
画面やデスクトップ上のアイコンを化大/縮ル表示でをるアプ U ケーシヨンです。 

• 起動ちま 

① [スタート]一[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ] 一 [Smooth View ] 
をク ij ックする 

• ヘルプの起動ち法 

® [TOSHIBA Smooth View ] を起動後、画面も上の[ヘルス （ Q ) ボタンをク U ックする 

② 画面上の巧りたい項目にポインタを置き、ク U ックする 

• 使用ちま 

①圧研キーを押したまま、 IT ] キーまたは口"!キーを押す 


画面やアイコンなどを縮ルするときは I 7 I キー、お大ずるときは巧]キーを押します。 



厂 Fn - esse 」 

「 Fn - esse 」 は、巧のキーと特定のキーを押ずと、簡単にアプ U ケーシヨンを起動できるアプリケー 
シヨンです。あらかじめ特定のキーと起動するアプ U ケーシヨンの設をび必要です。 


起動するには、[スタート]一[ずべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーテイ U テイ] 一 [ Fn - 
esse ] をク U ックしてください。 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 びインス! -- ルされている状態では、 「 Fn - esse 」 で|7^+[71キーま 
たはが+口1キーには登録でさません。 

また音量を調整する機能び設定されているので、向のキーと田の+巨]キーにち登録でをません。 


□ 特巧機能キ- 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
起動 

\ ctrl \+\ alt \+\ del \ 

[Windows タスクマネージャ]画面が表され 
ます。 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了を行い 
ます。 

画面コピー 

\ PRTSC \ 

現在表中の画面をクリップボード1しコピーし 
ます。 

\ ALT \+\ PRTSC \ 

現在表示中のアクティブな画面をク U ップボー 
ドにコピーします。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
































n - ドディスクドライブ 



本製品には、八ードディスクドライブび1台内蔵されています。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしできません。 

USB 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびでさます。 


操作にあたって ; 

• あらかじめ、「付録 n — ra 八ードディスクドライブについて」を確認してください。 


I 八ードディスクドライブに関する表示 _ 

内蔵の八ードディスクとデータをやり取りしているときは、 Disk 己 LE □び点灯します。 


叫0 の d 0 □固圏 



USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは 、 Disk 0 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障喜の原因にかかわ日ず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 

























D 八ードディスクドライブ 


の 


ま芝 HDD プ□テクシヨンについて 


r 東芝 HDD プ□テクシヨン」とは、パソコン本体に内蔵された加速度センサにより落下•振 
動•衝撃およびその前兆を検出し 、 HDD (八ードディスクドライブ）を損傷する危険性を軽減 
する機能です。 

ノ（ソコンの使巧状況に合わせ、検出レベルを設定でさます。 

パソコン本体の揺れを検知すると、次のメツセージび表示されます。 


巧まミ HDD ブ□テクシ3ン 


思音^ IS ! 點繫。—嘟なぶ-ドデ。。。 


□ み回からを示しない 


メッセージを確認し、 [0 のボタンをク U ックして、画面を閉じてください。 

HDD のヘッドを退避しているとき、通ミ日領域の[東芝 HDD プ□テクシヨン]アイコン（国） 
び（场）に変わります。 




ま芝 HDD プ□テクシヨンの使用にあたって 


パソコンを激しく揺らしたり、強い衝撃を与えると、故障の原因となる場合びあります。 
その他のま意事項については、あらかじめ附録 D - D - ま芝 HDD プ□テクシヨンの使用に 
あたって」を確認してください。 


メモ 


購入時の状態では、ま芝 HDD プ□テクシヨンび ON に設定されています。 

パソコン起動時、スタンバイ、休止状態、および休止状態へ移行中と休止状態からの復帰中、電源を 
切ったときには、まち HDD プ□テクシヨンは動作しません。バソコンに衝撃び加わらないようにごを 
意ください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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D 八ードディスクドライブ 


I 設定方法 

東芝 HDD プ□テクシヨンでは、パソコンの使用状況に合わせて検出レベルを設定することびで 
さます。 

n [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA ] -[ユーテイ 
W リテイ] 一 [HDD プ□テクシヨンの設定]をクリックする 

I [東芝 HDD プ□テクシヨン]画面び表示されます。 



ぶ - .T メ t v3D ぶぶ 

•[ま芝 HDD プ□テクシヨン]画面で [3 □表示]ボタンをクリックすると、 [3 □表示]画面 
び表示され、バソコン本体の傾さや揺れに合わせて動く 3 D オブジェクトを画面上に表おし 
ます。振動を検出し、 HDD のヘッドを退避させている間は、画面に表示されているディス 
クの回転び停止し、ヘッド退避び解除されると、回転び再開します。 

[3 D 表示]画面を終了ずる場合は、[閉じる]ボタンをク U ックしてください。 

• [3 □表示]画面の3□オブジェクトは、バソコン本体に内蔵された八ードディスクを仮想的 
に表現したちのであり、八ードディスクのディスクの枚数や、ディスクの回転、ヘッドの動 
作、各部品のサイズやお状、向をなどは実際のちのとは異なります。 

• [3 □表示]画面を表ホした状態でほかの作業を行ったときに、 CPU やメモ U の使用率び高 
くなる場合びあるため、パソコンの動作び遅くなることびあります。 
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D 八ードディスクドライブ 


各項目を設定する 

設定項目は、なのとおりです。 

東芝 HDD プ□テクシヨンを rON 」 に設定すると、電源 （ A 巳アダプタ）接続時と 
バッテ U 使用時でそれぞれ検出レベルを設定することびでさます。 

例えば、机上でパソコンを使ラ場合（電源接続中）にはレベルを上げておさ、手で 
持って使ラとさ（バッテ U で使用中）にはレベルを下げる、といった使いかたびでさ 
ます。 


*1 パソコンを手に持って操作したり、不ま定な場所で操作した場合、頻繁に HDD プ□テクシヨン 
び動作し、バソコンの応答び遅れることびあります。パソコンの応答速度を優先する場合は、 
設定を下げてご使用でさます。 

購入時の設定に戻したい場合は、[標準設定]ボタンをク I 」ックしてください。 

さ日に詳細な設定び必要な場合は手順0へ、このまま設定を終了する場合は、手順 
且 へ進んでください。 

[詳細設定]ボタンをクリックする 

[詳細設定]画面び表示されます。 

必要な項目をチェックし、 [0 K ] ボタンをクリックする 

設定項目は、巧のとおりです。 


AC アダプタをあいたとき 

検出レベル増幅機能を設定できます。ノ（ソコンび持ち 
運ばれる可能性び高いと想定し、約] 0秒間検出レベル 
を最大にします。 

パネルを閉めたとさ 

HDD プ□テクシヨン動作時 
メッセージを表示する 

東芝 HDD プ□テクシヨンが動作したときに、メッセー 
ジを表おするよラに設定できます。 


百 

ぶ3 メモ 


[東ち HDD プ□テクシヨン]画面で [0 K ] ボタンをクリックする 


ま芝 HDD プ□テクシヨンの各設赶ま、通知領域の陳芝 HDD プ□テクシヨン]アイコン（呂）をク 
U ックし、表示されたメニューから項目を還択して行ラことをでさます。 


HDD プ□テクシヨン 

東芝 HDD プ□テクシヨンの roN 」 または rOFF 」 を 
設定でさます。 

バツテ U で使用中 

rOFF 」、 「レベル1」、「レベル2」、「レベル3」のいずれ 
かを選択できます。 

r レベル3」び最も検出レベルび高いため、東芝 HDD プ 
□テクシヨンを有効に使用するには、「レベル3」をお 
すすめします。 

使用状況に応じてレベルをほく設定でさます。 *1 

電源接続中 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイ （1 024 X 日 00 ドット）を内蔵しています。 
ドットは画素数を表します。 

スプレイを接続して使用することちでさます。 

□ 輝度を調整する 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでき 
ます。 

設定方法は、なのとおりです。 

~ FN \+[^ : @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 
] 段階ずつ下びります。 

表示されるアイコンで輝度の状態を確認できます。 

:店巧キーを巧したまま、圧ろキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び 
] 段階ずつ上びります。 

表示されるアイコンで輝度の状態を確認できます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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スピーカの音量は、なの方法で調整でさます。 

画+回または画+囚キーで調整ずる 

音量をルさくしたいときは画+团キー、大きくしたいときは画+团 
キーを 押す 

画キーを巧したまま团キーを巧すたびに音量びルさくなり、内のキーを巧したま 
まり1キーを巧すたびに音量び大さくなります。 


ボリュームコントロールか6調整する 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エンター 
テイメント]一[ボリュームコント □ 一 J レ]をク U ックする 

各項目でつまみを上下にドラッグして調壁する 


つまみを上にするとスピーカの音量び上びります。 

[ミュート]をチェックすると消音にュート）となります。 

詳しくはボ U ュームコント n - j レの〜レプを確認してください。 

ヘルプの起動方法 _ 

ボリュームコント □ —ルを起動後、メニューバーの[ヘルプ] 
ピックの検索]をクリックする 

ボリュームコント□ールのヘルプび表示されます。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 





パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 サウンド 


2 


音楽/音声の録音レベルを調壁する 


録音レベルの調整は、なのよラに行います。 


パソコン上で録音するとを 


i 


[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アクセサリ]一[エンター 
テイメント]一[ボリュームコント n—j レ]をクリックする 


Q メニユーパ’一の[オプション]一[プ□パティ]をクリックする 
& [ミキサーデバイス]で [Realtek HD Audio Input] を選択する 


i 


[表示するコント□-ル]で表示項目を確認する 

[マイクボ I 」ユーム]または[ステレオミキサー]びチェックされていることを確認 
します。 


Q [0K] ボタンをクリックする 

I ント□-ル]画面で、使用するデバイスの[選択]をチェック 



マイクボリューム]:マイクから録音するとき 

ステレオミキサー]:パソコン上で再生されている音声を録音するとさ 

選択したデバイスのつまみで音量を調節する 

同時に2つのデバイスを選択することはでさません。 

録音したい音楽/音声びボ U ュームコント□ールの [ WAV 曰対応の場合、録音する 
ときも [ WAVE ] の音量により影響を受けます。 



パソ n ンの基本操作を覚えよう 


が 












いろいろなタディアカードをほ3 

-ブ IJ ッジメディアスロットー 


本製品では次のメディアカードをブ U ツジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 


SD メモ I 」力ード*1 
SDHC メモ I 」力一 K *’ 


マルチメディアカード 




* 1着作権保護技術 CPRM に対応しています。 

なのメディアカードは、市販のアダプタを装着すると、本製品のブ U ツジメディアス□ツトで 
ち使用でさます。必ずアダプタを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 

カード用のアダプタを使用します。 


microSD メモ I 」力ード 

SD メモ I 」カードサイズの microSD メモ I 」 

カード用のアダプタを使用します。 



つ 


夺 


•ろ、 



アダプタの装着や使用方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 

それぞれのメディアカードで使用でさる容量については [dynabook * * * * (お使いの機種 
名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U 力ードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 
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新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDHC メモ U 力ードは、再フォーマットをするときに「東芝 SD メモ U 力一 
ドフォーマット」 も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」については、「本項- r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマッ 
卜」を使ってフォーマットする」をご覧ください。 


r ま芝 SD メモリカードフォーマット J を使つてフォーマットする 



ディアカードをほラ前に 


SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセットする 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨンを 
起動している場合は終了する 

[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA ] -[ユーティ 
リティ] 一 [SD メモリカード フォー マット]をクリックする 

[東芝 SD メモ U カードフオーマット]画面び表示されます。 


フォー マットするにあたつ て 

•あらかじめ、「付録 0- 田-^ a-SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードのフォーマットにつ 
いて」を確認してください。 


メディアカードの使用にあたって - 

あらかじめ、「付録 0- 田メディアカードを使う前に」を確認してください。 


いろいろなメディアカードを使う -ブ U ッジメディァス□ット- 


ソ n ンの基本操作を覚えよラ 


















いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディアス□ット- 


フオーマッ 卜したい SD メモリカード/ SDHC メモリカードがセットさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフオーマットの種類を設定 
し③、[スタート]ボタンをクリックずる感 



ドライブ 

厘 


を畳: 


XX.XMB 


つオー7ツトすブシヨン 

© 巧るフォーマットを ） 〇完をフォーマットの 


スタートの )1 が了を） ) 


ヘルブ化 I ) 


-① 


-② 


■③ 


读示例） 


• 簡易フォーマット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フォーマット 

SD メモ U カード/ SDHC メモ U カードのすべての領域を初期化します。簡易 
フォーマットに比べて、フォーマットに時間びかかります。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況を示しています。フォーマットび完了すると、メッセージび 
表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをク U ックしてください。 
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Q いろいろなメディアカードを使う-ブ U ッジメディアス□ット - 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LED び点灯します。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録0■の-眶■メディアカードの操作にあたって」を確認してください。 


セツトする 


メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

「カチッ」といラ音びするまで挿入してください。 





min 旧□メモ U 力ード、 microSD メモ U 力ードは、 SD メモ U 力ードサイズのアダプタ 
び必要です。 
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メディアカードのセツトと取り出し 



ブ u ツジメディアス□ツトに関する表示 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 

















































WM いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 


D セットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護*1を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、次の手順で見 
ることびでさます。 

* 1 SD メモ I 」力ードの場合 

[スタート]一[マイコンピュータ]をクリックする 

[マイコンピュータ]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

LU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 


SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
マルチメディアカード 


SD 

SD 

MMC 


读示例） 


セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


^ メモ 


メディアカードによっては、ブリッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容び表ホされたり、 
メディアカードに対する操作を逞択ずる画面び表示される場合びあります。逞択画面び表示されたと 
きは、[フォルダを開いてファイルを表示ずる]を選択してください。 


取り出ず 


メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウインドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 


メディアカードの使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取りタル]アイコン （I 


) をク U ックする 



② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずすメディアカード）-ドライブをを全 
に取りがします]をクリックする 

XXXX 部分は、メディアカードの種類によって異なります。 

例 ： Realtek Card Reader （01 已 9) など 

③ r ま全に取り外すことができます J のメッセージが表示された5、[閉じる]ボタ 
ン（と）をク U ックする 

メディアカードに保をしているファイルなどを開いていると、取りはずしびできま 
せん。ファイルを閉じてから、操作をやり直してください。 

メディアカードを押す 

カードびかし出てさます。そのまま手で取り出します。 
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本製品には、 rweb カメラ」び内蔵されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
巧"つたりでさます。 



I - Web カメラ 

-Web カメラの使用時に 
LE □び点打します。 


内蔵マイク 



Web カメラについて 


Web カメラにな護シートび貼ってある場合には、 Web カメラを使用する前に、必ず保護シート 
をはびして < ださい。 

あらかじめ、附録 n—ra Web カメラについ口をお認してください。 


了 


本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 

■起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通知領域に Web カメラ用のアプ U ケーシヨンのア 
イコン（度])び表示されています。 

アプ U ケーシヨンを終了させた場合は、[スタート]一[すべてのプ□グラム]一に amera 
Assistant Software] 一 に amera Assistant Software] をク U ツクしてください。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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0 Web カメラを使ラ 


ポインタをデスクトップの左の方へ移動すると、なの [Web Camera] メニューび表示され 
9 〇 

[Web Camera] メニューは、通知領域の[カメラ補助アプ U ケーシヨン]アイ〕 
ン（至!）をダブルク U ックすると、一時的に表示されます。 

[カメラを始動する]ボタン（正）をク U ックすると、 Web カメラび映してい 
る映像の画面び表示されます。 


‘撮影環境の明るさや、解像度を上げたり、フレームレートを下げると、録画した映像ファイ 
ルで1秒あたりに録画されるフレーム数び低下している場合びあります。 

臨圃ボタンでフレーム数の低下び発生した場合は、なの設定を行ってください。 
① [Web Camera] メニューの[設定]ボタン（ク）をク U ックする 
③[ビデオ]タブの[解像度]の値を下げる 
③[□ロボタンをク U ックする 

‘薄暗い環境で撮影、録画するとさは、なの手順で「ナイトモード」を設定すると、より明る 
く、ノイズを軽減して撮影することびできます。 

① [Web Camera] メニューの[プ□パティ]ボタン（巧）をク U ックする 

② [オプション]タブの[ナイトモード]をチェックする 

③ [□ロボタンをク U ックする 


r ナイトモード」を設定して臨圃ボタン ( 「をい をク U ックし、録画をする場合、]秒 
あたりに録画されるフレーム数びかなくなります。 


霉 
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さ巧 a oumBrw 


面★巧'\ ? 















国ネットワークの世巧へ 

本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

プ□-ドバンドでインターネットに接続する方法や、ほかのパソコン 
と通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる世界 
2 Bluet 00か1 機能 . 
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トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいと 
きや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコンを 
持っているなど、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと便利 
です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、「本節巧]ブ□ー ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続していない状態でちネットワークに接続でさる、 
ワイヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内 
であればあ日ゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンから 
ワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
夕などの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳し 
い設定については、[スタート]^ [ヘルプとサポート]をク U ックして、『ヘルプとサポート 
センター』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理ちに確認してください。 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


2 


ブ□ードバンドで接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線機器やブ□ー ドバンドルータなどを LAN ケープ 
ルで接続することびできます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Fast Ethernet (100 BASE - TX ). Ethernet (1 OBASE - T ) 

に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブルを接続し、ネットワークに接続することびで 
きます 。 Fast Ethernet 、 Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、 
ノイズなど）により、自動で切り替わります。 


LAN ケーブルを接続する 




LAN ケーブルの使用にあたって 


あらかじめ、附録 D - K ■有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずして<ださい。ケーブル 
を引っ張らないでください。 



Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



LAN ケーブルのをう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
ているプ□バイダにお問い合わせください。 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


動作げ態を確認するには 


LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つのに D びあります。 
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ワイヤレス（無線） LAN をほラ 


本製品の無線 LAN モジュールの仕様については、附録 □ n 無線 LAN の概要」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


A 警告 


パソコン本体を航空機に持ち込む場合、パソコン本体の電源を切る 

ノ（ソコンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

-無線機能は BIOS セットアップで無効にすることびできます。 BIOS セットアップでワ 
イヤレスコミュニケーションを無効に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び 
消打しているのを確認してください。ワイヤレスコミュニケーションに D び点灯して 
いると、パソコンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

-スタンバイや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げ 
たり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-航空機内でのパソコンのご使用は、航空会社の指示に従ってください。 

無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカを装着 
している方は、む臓ぺースメーカの装着部位か 5 22 cm じ(上離す 
電波によりペースメーカの動作に影響を与えるおそれびあります。 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D - K ■無線 LAN について」を確認してください。 
セキュ U ティに関してのを意事項や使用上のを意事項を説明しています。 
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I ■ネットワークで広がる世界 


バソコン本体の電源を切った状態で、なの操作を実行してください。 

電源スイッチを巧し、 [dynabook] 画面び表示されている間に回キー 
を数回押して、己 IOS セットアップを起動する 

[詳細]メニューを表示する 

無線通信機能のオン/オフを設定してください。起動時には、この設定になります。 


[ fN \+[ F 8 I キーでオン/オフを設定する 


この機能を使ラには、日 IOS セツトアップで無線通信機能をオンにしておく必要びあります。 




画]+因]キーを押す 

キーを巧したまま@キーを巧すたびに、無線通信機能のオン/オフび切り替わ 
ります。 


その他の方法で設定する 


その他の、無線の設定方法には;欠の2種類びあります。 

• に onfi 旨 Free 」 を使う • Windows 標準機能を使う 

に onfigFree 」 を使って設定する場合は、「本項^■-役立つ操作集- ConfigFree 」 を参照 
してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]一[ヘルプとヴポート]をク 
U ックして、『ヘルプとサポートセンター』を参照してください。 

無線 LAN を無効にするには、に onfi 吕 Free 」 で無線 LAN のデバイスを無効にしてください。 

^■ワイヤレスコミュニケーシヨン LED 

無線通信機能びオンになると、ワイヤレスコミュニケーション《が LED びオレンジ色に点灯し 
ます。オフのときは消打しています。 

無線通信機能を使用するとさは確認してください。 


¥ の □ e □固國 
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■■無線 LAN (お線通信機能）のオン/オフの方法 

無線 LAN (無線通信機能）のオン/オフは BIOS セットアップや@ + @キー、 
rConfigFreeJ などで設定でさます。 BIOS セットアップで設定すると、電源を入れたとさは 
常に、 BIOS セットアップでの設定になります。 

その他の方法は、使用中の一時的な設定変更としてお使いください。 

I BIOS セットアップでオン/オフを設定する 
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^ \〇役立ご操作集- S 

Confi 邑 Free 

本製品に用意されている 「 Confi 目 Free 」 を使ラと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずずと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設をに便利な機能び使えます。 
詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 邑 Free 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 

• ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①[スタート]一[すべてのプログラム]- [ TOSHIBA ] -[ネットワーク]一に onfi 巨 Free 
ファーストユーヴーズガイド]をク U ックする 

• rConfigFreeJ の起動ち法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通ミ日領域に 「 ConfigFree 」 のアイコン （ g ) び表示 
されています。 「 Confi 呂 Free 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -[ネットワーク]一に onfi 巨 Free 
トレイ]をク IJ ックする 


E ■セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュ U ティ設定を行うことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュ U ティに関するごミち意『安むしてお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。次のセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用す 
れば、それらの問題び発生する可能性をほくすることびできます。 

あらかじめアクセスポイントに接続した巧態で、次のよラに設定してください。 

無線アクセスポイントのセキュ U ティ設定方法 r お線アクセスポイントの取扱説明書』 

Q [スタート]一腊続]一ロイヤレスネットワーク接続]をクリックする 

f [全般]タブの[プ□パティ]をクリックする 

[ワイヤレスネットワークの選択]画面び表示された場合は、画面左の[詳細設定の 
変更]をク I 」ックしてください。 

f [ワイヤレスネットワーク]タブの優巧ネットワークの中にある設定巧 
象のプ□ファイルを選択し、[プ□パティ]ボタンをクリックする 

Q 表示された画面で設定する 

選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細については、お使いになる無線 
アクセスポイントの取扱説明書を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していな 
い場合、無線アクセスポイントに接続でさない場合びあります。 



ネットワ—クの世界へ 















已 luetooth 機能 


* Bluetooth モデルのみ 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーは、パソコンや周辺機器、携帯電話などの機器どうしで無 
線でデータをやりとりできる、世界標準の通信方式です。 

Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを搭載した機器であれば、お互いに通信相手を登録するこ 
とで、簡単にデータのやりとりびできます。 

詳細については、旧 luetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を参照してください。 

起動ち法「本節 U-Bluetooth ユーティ 1」 ティユー ザーズ ガイドの 起動方法」 




Bluet 00か機能の操作にあたって 


あらかじめ、附録 0-^9 Bluetooth について」を確認してください。 


メモ 


• 巨 luetooth のバージョンによっては本製品と通信できない目 luetooth 対応機器びあります。本製品で 
は、巨 luetooth Version 1.1、1.2、2.0、2.0 +EDR、 2.1、 2. 1 +EDR の Bluetooth 対応機器と通 
信びでをます。 

• 2.4GHz 帯の無線 LAN び近距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーび発生する可能 
性びあります。 


Bluetooth 通信び巧能なが態にずる 


A 警告 


1 ':ソコン本体を航空機に持ち込む場合、くソコン本体の電源を切る 

ノ（ソコンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

-無線機能は BIOS セットアップで無効にすることびできます。 BIOS セットアップでワ 
イヤレスコミュニケーシヨンを無効に設定し、ワイヤレスコミュニケーシヨン LED び 
消灯しているのを確認してください。ワイヤレスコミュニケーシヨン LED び点灯して 
いると、パソコンの電波により、計器に影響を与える場合びあります。 

-スタンバイや休止状態では、パソコンび自動的に動作することびあるため、飛行を巧げ 
たり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-航空機内でのパソコンのご使用は、航空会社の指示に従ってください。 

Bluetooth モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ぺースメーカを装 
着している方は、む臓ぺースメーカの装着部位か 522 cml ； Lh 離す 
電波によりペースメーカの動作に影響を与えるおそれびあります。 
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Q Bluet 001 ih 機能 


無線通信機能をオンにする 

mm - 無線通信機能をオンにする 

「本章 D - ち]-匡■無線 LAN (無線通信機能）のオン/オフのち法」 

無線通信機能びオンになると、ワイヤレスコミュニケーシヨン¥ LED び点灯します。 

¥) >1の CZI 0 □固國 

し ♦ - 

[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] ^ [Bluetooth] 
一 [Bluetooth 設定]をクリックする 

初めて起動したときは、 Bluetooth 用ドライバのインストールび始まります。インス 
I -ールび終了するまでお待ちください。 

「Bluetooth Manager 」 び起動し、周辺の Bluetooth 対応機器を検索する[自動登 
鋪画面び表示されます。すぐに Bluetooth 対応機器を登録する必要びない場合は、 
[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

無線 LAN (Wireless LAN ) と同時に使用する際の[ミ主意]画面び表おされた場合は、 
内容を確認のうえ、のロボタンをク U ックして画面を閉じてください。 

通ミ□領域に [Bluetooth Manager ] アイコン （ Q ) び表示されます。 L ソ降、通知領 
域に常駐し、次回 Windows を起動したときには自動的にアイコンび表示されます。 
[Bluetooth Manager ] アイコン（田）はサービスの巧態によって表示び異なりま 
す。詳細については、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』を確認してく 
ださい。 

Bluetooth の電源び入っていない場合には 、 [Bluetooth Manager ] アイコン（田） 
をちク U ックして表おされたメニューから、旧 luetooth オン]を選択して電源を入 
れてください。 

Bluetooth モデルには、ほかの团 uetooth 対応機器と通信するためのユーティ U ティとして 
旧 luetooth ユーティ U ティ」びプレインス I ルされています。 

初めて Bluetooth を使うときには、ユーティ U ティの設定び必要になります。設定方法や通信 
する方法については、『团 uetooth ユーティ U ティユーヴーズガイド』をご覧ください。 

Bluetooth を無効にするには、 に〇 11 鬥旨ド「己己」 で Bluetooth のデバイスを無効にしてくださし、。 
Confi 巨 Free 「本章 fl - 役立つ操作集- Confi 目 Free 」 

I Bluetooth ユーテイリテイユーザーズガイドの起動方法 _ 

V [スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] ^ [Bluetooth] 
一[ユーザーズガイド]をクリックする 















旧巧巧おを巧つで傑巧を店げよ 3 

パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 48 

2 USB 対応機器を使う . 49 

3外部ディスプレイの接続 . 已1 

4マイク□ホンやへッドホンを使う . 已日 








周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
ラと、ノ（ソコンの性能を高めたり、ノ（ソコンび持っていない機能を広げることびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のちのと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 

■ 内蔵方式のもの 

•メモリ •八ッテ U 

■外付けち式のちの 

本製品のインタフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのあ状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びくださ 
い。周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカに確認して 
ください。 

コネクタの仕様について「付録0各インタフェースの仕様」 

周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 

•あらかじめ、「付録 D - ra 周辺機器について」を確認してください。 

本製品で使用でさるおちな周辺機器は、なのとおりです。 

• メモ I 」 

メモ U の増設『取扱説明書1章0 メモ U の増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使5」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続体章0が部ディスプレイの接続」 

• 7イク□ホン 

マイク□ホンの接続「本章 0- 因]マイク□ホンを使う」 

• へッ ドホン 

へッドホンの接続「本章 D - 巧]へッドホンを使う」 


■ 1卜狂巧巧を巧ぅ師こ 

3 


周辺機器を使って機能を広げよラ 


48 



(f ) アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（スタンバ 
イ状態、イ木止状態、シャットダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスパワー ( DC 已 V ) 

を供給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤなどの外部機器の 
使用および充電びでさます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 


なお、外部機器によっては本機能を使用できない場合びあります。 
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tjSB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバの有無をチェックし、自動的にイン 
ス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ U ンタ 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ U など 

本製品の USB コネクタには USB 2.0 対応機器と USB 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 US 日対応機器に付属の説明罰を確認してください。 


USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、附録 11- ra - USB 対応機器の操作にあたって」をお認してください。 



2 I USB が応機巧をほ3 



USB の常時給電 


広げよラ 


周辺機器を 







USB 対応機器を使ラ 


取り付け 

USB ケーブルのプラグを us 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 

US 己ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 

【ち側面】 ( 'I 



取りはずし 

USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取り外し]アイコン （ g ) をクリックする 


…-阳 I アの妄をね取りかし 1 

r 

f < 

イ 

V 

1 20:46 

ノ 


* 通知領域にこのアイコン （lb) び表示されない USB 対応機器は、①〜③の手順は必要ありませ 
huo 手順0に進んでください。 

② 表示されたメニューか日 [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を安全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ 「ま全に取り外すことびできます J のメッセージび表示された5、[閉じる]ボタ 
ン （ X ) をク U ックする 

パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 





















3 I か部デイスプレイの巧続 


RGB コネクタにケーブルを接続して、外部ディスプレイに Windows のデスクトップ画面を表 
示させることびできます。 



拉メモ 

• 使用可能な外部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なりまず。 
解像度に合った外部ディスプレイを接続してください。 


DP 0ノコンに接続する 


が部ディスプレイ接続の操作にあたって 
•あらかじめ、附録 n — ra - 外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してください。 


外部デイスプレイとパソコン本体の電源を切った状態で接続してください。 



周 

边 

機 

器 

を 

使 


て 



を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 

本製品の RGB コネクタには固定巧のネジ巧はありませんび、プラグに固定用のネジび 
付いているタイプの外部ディスプレイケーブルち使用でさます。 



f か部ディスプレイの電源を入れてから、パソコン本体の電源を入れる 

外部ディスプレイを接続してパソコン本体の電源を入れると、本体は自動的にその外 
部ディスプレイを認識します。 





















































il 外部ディスプレイの接続 


囚 


表巧を切り替える 


外部ディスプレイを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切り替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/が部ディスプレイだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


■ 本体液晶デイスプレイとが部デイスプレイの同時表示 
•クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 






外部ディスプレイに表おするにはなの設定を行ってください。設定を行わないと、外部ディス 
プレイには表示されません。 

拉メモ 

• 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表示させる場合は、同時表示の種類や設定に合った 
色数/解像度で表示されます。 

• 表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 

本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 


周養雪使 n て靈を度よラ 
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il 外部ディスプレイの接続 


E ■方法 1- コントロールパネルで設定ずる 

Q [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックする 

Q [资デスクトップの表示とテーマ]をクリックする 

Q [麥画面]をクリックする 

Q [設定]タブで[詳細設定]をクリックする 

[ Intel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile ] タブ 
で、[グラフィックプ□パティ]ボタンをクリックする 

[ディスプレイデバイス]で、表示する装置を選択する 



与 パートプブウヒ PC モニタ 


シンヴルデイス：?レイ 

r ソ-けッウ 


マルずデイスブレイ 
lntel(R) デュ7ルう 


ィ•クローン レ— 卜みク 

化張デスウトづ 


於モニタ 


n [ だ3オーバーレイ I 


[ 0K M キ*ンじ化 )[ 迪甩 


(表示例） 


* 画面は外部ディスプレイを接続している場合の表示例です。 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示 

[ノートブック]をク I 」ックしてください。 

• 外部ディスプレイだけに表示 

[ PC モニタ]をク I 」ックしてください。 

• ク□—ン表示 

2つの表示装置それぞれにデスクトップ画面を表示します。 

① [ Intel ( R ) デュアル•ディスプレイ•ク□-ン]をクリックする 
⑤ 表示に合わせた設定をする 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイでク□ーン表示 

ノー トブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 



周辺機器を使って機能を広げよラ 









































本体液晶ディスプレイとが部ディスプレイをクローン表示またはおお表示に設定する際 
に、外部ディスプレイにノイズび発ちした場合は、外部ディスプレイの解像度、色数、1」 
フレッシュレートを下げてご使用ください。 

設定は、クローン表示または化張表示に設定したあと、[ディスプレイ設定]をク1」ック 
し、表示される画面で行います。 


[0 K ] ボタンをクリックする 

なの画面び表示されます。 


デスクトクブのを更を巧夏 




スクトツブが再 i 安定されました。この設定を巧持します 


就親驟 答びむい巧 合、 この麵自除キャン 


0K 


1キャンたル 


y 


[ OK ] ボタンをクリックする 


读示例） 


外部ディスプレイの接続 


• 掘長表巧 

2つの表示装置を]つの大さなデスクトップ画面として使用でさます。 

① [拡張デスクトップ]をクリックする 

② 表示に合わせた設定をずる 


項目 

プライマリデバイス 

セカンダリデバイス 

本体液晶ディスプレイと 
外部ディスプレイで拡張表示 

ノートブック 

PC モニタ 

PC モニタ 

ノー トブック 


ぶ3 メモ 


周边機器を使って機能を広げよラ 


























il 外部ディスプレイの接続 


^9方法2 -画+回キーを使う 

•表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ）しソ外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびできます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、网+朽 
キーを3秒じ(上巧し続けて < ださい。 

表示装置に何ち表おされず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボー ド か 日 指をはなしてか 日、 | AV ]+ 臣引 キーを3秒じ(上巧し続けてください。 


I 表示装置を選がする画面 _ 

田のキーを巧したままキーを巧すと、表示装置を選択する画面び表示されます。 


问 

圏 

阿 


LCD 


アイコンは、左から;欠の意味を表しています。 


• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD / CRT ....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 


ぶ巧メモ表示について 

•が部ディスプレイに表示する場合、表ホ位置や表示幅などび正常に表ホされない場合びあります。こ 
の場合は、外部ディスプレイ側で、表ホ位置や表示幅を設定してください。 
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辺 

機 

器 
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て 
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パソコンか6取りはずす 


外部ディスプレイを取りはずすとさは、「スタンバイ」や r 休止状態」にせず、必ず電源を切つ 
てください。 

n Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

T 1電源の切りかた『セットアップガイド』 

Q が部ディスプレイの電源を切る 
K 1 RGB コネクタからケーブルを巧く 


55 








































マイク入力端子には、マイク□ホンを接続できます。本製品にはサウンド機能び搭載されてい 
ます。 

mm サウンド機能について ri 章0サウンド」 


■■ 使用でをるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク □ ホンは次のとおりです。 

■ •モノラルマイクのみ使用できます。 

: • プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジヤックタイプび使用できます。 


3極ミニジャック 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電源供給を必要としない 
7イク□ホンであれば使用できます。 


吕極ミニジャック 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 



4 I マイク□ホンやヘッドホンをほ 3 



n [マイク□ホンをほう 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使ラと、音声ソフトや音声を使ったチヤットを行ラことができます。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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El マイク□ホンやへッドホンを使う 


接続ずる 


マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



通知領域に「オーディオ機器び接続されました。」のメッセージび表示されます。 

取りはずし 

マイク入力端子か5マイク□ホンのプラグを巧く 

通知領域に「オーディオ機器び取り外されました。」のメッセージび表示されます。 


2 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




へツドホンの操作にあたって 


あらかじめ、附録 11- ra - ヘッドホンの操作にあたって」をお語してください。 


本製品にはサウンド機能び搭載されています。 

へッドホンの音量は@ +巨]と1^ +巨]キー、または Windows ボ U ュームコント□-ルで 
調節してください。 

mm ri 章0サウンド」 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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El マイク□ホンやへッドホンを使う 


接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



通知領域に「オーディオ機器び接続されました。」のメッセージび表示されます。 


取りはずし 

へッドホン出力端子か5へッドホンのプラグを巧く 

通知領域に「オーディオ機器び取り外されました。」のメッセージび表示されます。 



周边機器を使って機能を広げよラ 
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■ バッテリ駆動で巧う 

パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、巧電や巧電量の確認などについて説明しています。 


1バッテリについて. 
2省電力の設定をする 
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パッテ y にごいて 


パソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品をネ刃めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

バッテ U パックを指定する方法•環境で使用した場合には、発熱、発火、破裂するなどの可能 
性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U パックを使用するとさの重要 
事項び記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず 
指示を守ってください。 


ッテリ巧電■を確認する 


バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 

■■ Battery LED でお認ずる 

AC アダプタを使用している場合、 Battery a LED び点打します。 



Battery a に D は;欠の巧態をおしています。 


緑 

凡 巧;71：： J 

オレンジ 

充電中 

オレンジの点滅 

充電び必要 

バッテ U の巧電について「本節居]バッテ U を充電ずる」 

消灯 

- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ U び接続されていない 
-バッテ1」異常 

異常の場合は、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 



バッテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテリについて 


D 通知領域の[省電力]アイコンで巧認ずる 

通知領域の[省電力]アイコン（因）の上にポインタを置くと、 

バッテ U 充電量び表示されます。 

このときバッテ U 充電量じ(外にち、現在使用しているプ□ファイル名 
や、使用している電源の種類び表示されます。 

mm 省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量びかしずつ減少します。このよラな状態でバッテ U 充電量び減少し 
たときは、 Ba け eryOLED や[省電力]アイコンで充電量の減少び表示されないことびあり 
ます。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 

K ■バッテリ巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量び少なくなると、巧のように警告します。 

• Battery a に D びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量びかないことを示しています） 
•パ' ッテ I 」のアラームび動作する 

「電源オプション」の[アラーム]タブー[バッテ U 切れアラーム]の「電源レベルび;欠に 
達したらバッテ U 切れアラームで巧らせる」をチェックー[アラームの動作]ボタンをク 
U ックして表おされる画面で設定すると、バッテ U の残量びかなくなったことを通巧したり、 
自動的に対処する動作を行います。 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フル充電のバッテ U パックと取り換える 

購入時は休止巧態び設定されています。バッテ U 減少の警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 

Battery 亡 □ LED でち放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったとき 
は、充電してから使用してください。 



現をのを源げ腊バッテリ 
バッテリの巧容量:1加 S 5 
_プ □ファイル:ノーマル . 



バツテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテ u について 


I 時計用バッテ IJ _ 

本製品には、取りはずしびでさるバッテ U パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をうなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power (!) LED び緑色に点灯） 

24時間 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を巧ることはでさません。 



バ 

ッ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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2 


ッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリを充電するにあたって 


あらかじめ、「付録 D - ■■-バッテ U を充電ずるにあたって」を確認してください。 


n パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
W 卜に差し込む 

I DC IN =»!に D び緑色に点灯して日 attery a LED びオレンジ色に点灯すると、充 
I電び開始されます。 

I電源コードのプラグをコンセントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわらずフル 
1充電になるまで充電されます。 

Q Battery cn LED び緑色になるまで充電する 

H バッテ U の充電中は Battery a LED びオレンジ色に点巧します。 

I DC IN ^に D び消灯している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
I電源]-ドの接続を確認してください。 

;^ィモ 

• バソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントからあいてく 
ださい。 
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I ■バツテリについて 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U 充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度びほいとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けて 
いるとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびありま 
す。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U- ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリ駆動時間 

ノ（ッテ U 駆動での使用時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U- ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていきます。バッ 
テリの保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目安にしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U- ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

スタンバイを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U 駆動時は休止 
状態にすることをおすすめします。 

スタンバイについて『セットアップガイド』 



バツテリ駆動で使ラ 
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I ■バツテ u について 


U バツテリを長持ちさせる 


本製品のノ（ッテ U をより有効に使ラための工夫を紹介します。 


匿バッテリの機能ほ下を比較的遅くする方法 



ッ 

U 

駆 

動 

で 

使 
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なの点に気をつけて使用すると、バッテ U の機能低下を比較的遅くすることびでさます。 
•パソコンと AC アダプタをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用しな 
いとさは、 AC アダプタをコンセントからはずしてください。 

•] 力月じ(上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体か日バッテ U をはずして、風 
通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプタを接続してパソコンを使用し、バッテ U パックの電力をほとんど使用し 
ないなど、] 00%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U の劣化を早める場合びあります。 
•] 力月に1度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリ巧電量を節約する方法 _ 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用するには、なの方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

『セットアップガイド』 

•入力しないときは、ディスプレイを閉じておく 
『セットアップガイド』 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章0省電力の設定をする」 


K ■バッテリパックを f 呆管する 

バッテ U パックを保管するとさは、巧の説明をお読みください。 

また、『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』にち、バッテ U パックを保管する 
とさの重要事項び記述されています。あ日かじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、 ヘア ピン 
などの金属類と混在しないよラにしてください。 

• 落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 
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@ 里本設定 巧アクション設定 

® 基本設定 

この面でが(巧中こが化なる南目と.奇を/が 7 中に巧果の巧玄«目 
じっし1で4かと巧コ 7-7 ンスの足を巧齡でさます， 


バッテ U 駆動でパソコンを使用しているとさに、消費電力を減日す設定をする（ディスプレイ 
の明るさを抑えるなど）と、より長い時間使用できます。 

省電力の設定をまとめたものをプ□ファイルといいます。 

使用環境ごとに設定されたプ□ファイルびあ日かじめ用意されていますので、使用環境にあわ 
せてプ□ファイルを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源設定を変更できます。プ□ファ 
イルの設定を変更したり、新しくプ□ファイルを追加することちできます。 

省電力の設定は「東芝省電力」か日行います。 

AC アダプタを接続して使ラ場合には、特に設定する必要はありませんび、ディスプレイの明 
るさなどはお好みにあわせて設定してください。 


起動方法 


Q [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [©パフォーマンスとメンテナンス]をクリックする 
[が東芝省電力]をクリックする 

[東芝省電力のプ□パティ]画面び表示されます。 


读示例） 


使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 




バッテリ駆動で使ラ 
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Q 省電力の設定をする 


I ヘルプの起動方法 _ 

H r 東芝省電力」を起動を、画面ち上の0ボタンをクリックする 

ポインタびがに変わります。 


画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 

ヘルプの該当するページび表示されます。 







■ システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境やパスワード 
セキュリティを設定する方法について説明しています。 


1東ち HW セットアップ. 
2パスワードセキュリティ 
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r 東芝 Hw セットアップ」を起動後、画面ち上の百ボタンをクリックす 
る 

ポインタびがに変わります。 

画面上の知りたい項目にポインタを置き、クリックする 



まま HW セットアップ 



Q [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [雲プリンタとその他の八ードウエア]をクリックする 

東ち HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

使いかたについては、ヘルプをご覧ください。 

ヘルプの起動方法 


r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更でさます。 
複数のユーヴで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴで共通になります。 


起動方法 


システム環境の変更 
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パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

-パスワード保護の設定をしたスク U —ンセーパ'を解除するとさ 

• ユーザパスワード、スーパーバイザパスワード 

-電源を入れたとさや休止状態か日復帰するとさ 

ユーヴパスワードやスーパーパ'イヴパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどにパス 
ワードの入力び必要になります。 

• HDD パスワード 

-八ードディスクを起動するとき 

后！ メモ 

• スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

•パスワードを登録した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力してください。 


• パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除でさなくなった場合は、使用している機種を確 
認を、ま芝 PC あんしんサポートに依頼してください。 

パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は有償でず。 HDD パスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でをなくなり、交換対応となります。 
この場合を有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び 
必要となります。 


システム震の変更 
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0 パスワードセキュリティ 


パスワードとしてほ用でをる文を 


パスワードに使用できる文字は次のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 P 
qrstuvwxyz 

数字（半角） 

0123456789 

記号の一部（半ち） 

-(スペース）など 

使用できない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの超動び必要な文字 
【例】 漢字、カタカナ、ひらびな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半角） 

【例】1 (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でき 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードから]文字ずつ直接入力してください。 


の 


-ザパスワード 


r 東芝 HW セットアップ」でユーヴパスワードの設定や設定の変更びでさます。 

ユーヴパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定でさますび、 
r 東芝 HW セットアップ」で設定することをおすすめします。 

mm ユーザパスワードの登録 

Q [スタート]一[コント□ールパネル]をクリックする 
Q [签プリンタとその他の八ードウェア]をクリックする 

[凌?東ち HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

[パスワード]タブで[ユーザパスワード]の瞪録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 



システム環境の変更 

















且パスワードセキュ u テイ 


[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する 

パスワードは8文字じ(内で入力でさます。 

パスワードに使用できる夕字「本節-バスワードとして使用でさる夕字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認できま 
せん。間違えないよラ、気をつけて入力して<ださい。 

パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[パスワードの確認]に手順且で入力したパスワードをもう1度入力 
し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

表示されるメッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードび登録されます。 


メモ 


1 くスワードを忘れてしまったとさのために、必ず; I くスワードを控えてください。 


U ユーザパスワードの削除 

ユーヴパスワードを削除するには、巧の手順を実行してください。 

Q [スタート]一[コント□-ルパネル]をクリックする 
Q [签プリンタとその他の八ードウェア]をクリックする 

[烫?東ち HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

[パスワード]タブで[ユーザパスワード]の[未登録]をチェックする 

パスワードを入力する画面び表示されます。 

[パスワードの入力]にパスワードを入力し、 [0 K ] ボタンをクリック 
する 

パスワードび削除されます。 

パスワードの入カエラーの場合は、ちラ]度手順〇から操作を行ってください。 
入カエラーび3回続いた場合は、パスワード削除の操作びできなくなります。この場 
合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ]度手順 D から削除の操作を行ってく 
ださい。 

表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 



システム環境の変更 
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パスワードセキュリティ 


I 


起動方法 

[スタート]一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

I'C^Program Files¥TOSHIBA¥Windows Utilities¥ 
SVPWUTIL.exe」 と入力する 

[0K] ボタンをクリックする 

詳しくは、 「README.HTM」 を参照してください。 


FREADME . HTMJ の起動方ミモ 


[スタート]^ [ファイル名を指定して実行]をクリックする 

I'C^Program Files¥TOSHIBA¥Windows Utilities¥ 
SVPWTool¥README.HTM」 と入力する 

[OK] ボタンをクリックする 


mm ユーヴパスワードの変更 


ユーヴパスワードを変更したい場合は、ユーヴパスワードを削除してから、新たに登録してく 
ださい。 


2 


スーパーバイザパスワード 



「スーノ（ーノ（イヴノ（スワード〕ーティ U ティ」で、 Windows 上か日スーパーノ（イヴノ（スワード 
の設定や設定の変更びでさます。 

スーパーパ'イヴパスワードは、 BIOS セットアップの[セキュリティ]メニューでち設定でき 
ますび、「スーパーパ'イヴパスワードユーティI」ティ」で設定することをおすすめします。 

反 f メモ 

• スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラちのを使用してください。 

• パスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

•パスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力して< ださい。 
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且パスワードセキュ u テイ 


3 


パスワードの入力 


電源を入れたとを/化止が態か6復帰すると定 


パスワードび設定されている場合、パソコンまたは日 IOS セットアップ起動時にパスワード入 
力画面び表示されます。 

この場合は、次の手順を行ってパソコンまたは BIOS セツトアップを起動します。 


設定したとおりにパスワードを入力し、 面/7雨] キーを押す 

Arrow Mode 固 LED、Numeric Mode 國 LED は、パスワードを設定したときと 
同じ状態にしてください。 

パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直してください。 


眶■パスワードをちれてしまつた場合 

パスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してください。パスワー 
ドの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有償です。またそのとさ、身分証明書 
(お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


团 


HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書) J を参照しなび日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してから実行してください。 

HDD パスワードは、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップで行います。 


ミち意事頃 


登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理■保守対応ではバスワードを解除でさません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永义に使用でをなくなり、八ードディスクドライブの交換巧 
応となります。この場合、有償での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人や組織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧してち、当社は一切責任を負いません。 

HD □パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 
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且パスワードセキュ u テイ 


HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、 HDD ユーヴパスワードと HDD マスタパスワードの2つを設定することび 
巧能です。 

■ HDDIL - ザパスワード 

各ノ（ソコンの使用ち自身び設定することを想定 した) (スワードです。 

HDD マスタパスワードを削除すると、同時に HDD ユーヴパスワードち削除されます。 

■ HDD マスタパスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

HDD マスタパスワードは HDD ユーヴパスワードの代わりに使えます。 HDD ユーヴパスワード 
を忘れた場合でち、 HDD マスタパスワードを入力して八ードディスクドライブにアクセスでさ 
よ9 〇 

なお、 HDD マスタパスワードのみを登録することはでさません。 

HDD ユーヴパスワードと HDD マスタパスワードの登録、削除方法は同じです。跳まは 、 HDD 
ユープノ（スワードの設定を例に説明しています。 


匪 ■ HDD パスワードの登録 

HDD マスタパスワードの項目は、 BIOS セットアップの 「 HDD / SSD パスワードモード」び 
r マスタ+ユーヴ」の場合のみ表示されます。 

r マスタ+ユーヴ」の場合は、 HDD マスタパスワードを設定し、続けて HDD ユーヴパスワード 
の設定を行います。 

電源スイッチを押し、 [dynabook] 画面び表示されている間に回キー 
を数回押して、己 IOS セットアップを起動する 

[セキュリティ]メニューを表示する 

力ーソルパ’一を [HDD/SSD ユーザパスワード]の Enter] に合わせ、 


ろ\/なのキーを押す 


カーソルび「新しいパスワ- 
きる状態になります。 


ドを入力して下さい。」に移動し、パスワードび入力で 


パスワードを入力する 

パスワードは8字じ(内で入力します。 

ユーザバスワードに使用できる夕字「本節-バスワードとして使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに [■] び表示されますので、画面で確認でさません。間違 
えないよラ、気をつけて入力してください。 


▼ 
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且パスワードセキュ u テイ 


f |fA/7 •が キーを押す 

力ーソルび r 新しいパスワードを確認して下さい。」に移動します。 


f パスワードを入力する 

確認のため、手順【1と同じノ（スワードをちラ]度入力してください。 



fA/rwl キーを押す 

[セットアップ通知]画面び表示されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、[セットアップ警告]画面 
び表示されます。面^の? I キーを巧して、手順【 I からやり直してください。 


B |fA/7 •が キーを押す 

パスワードび設定され、 [ HDD / SSD のパスワード]に「設定」と表示されます。 


H 敝了] メニューで力ーソルパ’一を陵要を保巧して終了する]に合わせ、 
画題]キ—を押す 

1，?確認の画面び表示されます。 

f 力ーソルパ’一を[はしリに合わせ、胃司キーを押して己 IOS セット 
アップを終了する 

設定した内容び保をされ、 Windows び起動します。 


mm HDD パスワードの削除 



電源スイッチを押し、 [dynabook] 画面び表示されている間に回キー 
を数回巧して、己 IOS セットアップを起動する 


Q [セキュリティ]メニューを表示する 

Q 力ーソルパ’一を [HDD/SSD ユーザパスワード]の [Enter] に合わせ、 
9画題]キ—を押す 

I カーソルび r 現在のパスワードを入力して下さい。」に移動し、パスワードび入力で 
I きる状態になります。 

Q 登録してあるパスワードを入力する 

W 入力すると]文字ごとに [■] び表示されます。 


B lfA/TTRl キーを押す 

カーソルび「新しいパスワードを入力して下さい。」に移動します。 

入力したパスワードび登録したパスワードと異なる場合は、手順【 I からやり直して 
ください。 



シ 
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0 パスワードセキュリティ 


f 居^^キーを押す 

ここでは何も入力しません。力ーソルび惭しいパスワードを確認して下さい。」に 
移動します。 



言\なな!キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 


[セットアップ通知]画面び表示されます。 



因而な]キーを押す 

パスワードび削除されます。 



隘了] メニユーで力ーソルパ’一を[変更を保巧して終了する]に合わせ、 
因而な]キーを押す 

確認の画面び表示されます。 



シ 

之 

h 

環 

境 

の 

変 

要 



力ーソルパ’一を[はしリに合わせ、 胃可 キーを巧して BIOS セット 
アップを終了する 

設定した内容び保をされ、 Windows び超動します。 

[ HDD / SSD パスワードモード]で[マスタ+ユーヴ]を選択した場合は、 HDD マス 
タパスワードの削除を行ラと、同時に HDD ユーヴパスワードち削除されます 。 HDD 
ユーヴパスワードのみを削除することはでさません。 


HDD パスワードの巧ち 

B 電源スイッチを巧し、 [dynabook] 画面び表示されている間に回キー 
を数回押して、己 IOS セットアップを起動する 


Q [セキュリティ]メニューを表示する 


Q 力ーソルパ’一を [HDD/SSD ユーザパスワード]の Enter] に合わせ、 
V画画キ—を押す 

I カーソルび「現在のパスワードを入力して下さい。」に移動し、パスワードび入力で 
I きる状劇こなります。 


S 登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに [■] び表示されます。 


n 画画キ—を押す 

■ I カーソルび「新しいパスワードを入力して下さい。」に移動します。 

H 手順【1で入力したパスワードび正しくない場合は、手順【1からやり直してくださ 

国ぃ。 
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且パスワードセキュ u テイ 


新しいパスワードを入力し、 田乃两 1 キーを押す 

パスワードは]文字ごとに [■] び表示されますので、画面で確認でさません。間違 
えないよラ、気をつけて入力してください。 

力ーソルび r 新しいパスワードを確認して下さい。」に移動します。 

手順0で入力したノ f スワードをもう1度入力し、 胃可 キーを押す 

[セットアップ通知]画面び表示されます。 

2回目のパスワードび]回目のパスワードと異なる場合は、[セットアップ警告]画面 
び表示されます。臣^^キーを巧して、手順0からやり直してください。 

IfA / rwl キーを押す 


新しいパスワードび登録され、 [ HDD / SSD のパスワード]に「設定」と表示されま 
す。 

隘了] メニューで力ーソルパ’一を陵要を保をして終了する]に合わせ、 


fA/rwl キーを 押す 


確認の画面び表示されます。 

力ーソルパ’一を[はしリに合わせ、 
アップを終了する 


面なな]キーを巧して己 lOS セツ 


設定した内容び保をされ、 Windows び起動します。 


■a HDD パスワードの入力 

HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると「内蔵 HDD 1のユーヴパスワードの 
入力」と表示されます。 

この場合は、なのよラにするとパソコン本体び起動します。 


設定したとおりに HDD パスワードを入力し、岡馬リキーを押す 


Numeric Mode 國 LED は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 
HDD パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源 
を入れ直してください。 


メモ 


パスワードと HDD パスワードの両方を設定してある場合は、バスワードー HDD パスワードの順に認証 
びホめ日れまず。ただし、パスワードと HDD パスワードび同一の文字列の場合は、パスワードの認証 
終了を、 HDD パスワードの認証は省略されまず。 



システム環境の変更 
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■ パソコンの苗！かがおかしいとまは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

「dynabook.com」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q & A 集 . 
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パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



• アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows XP です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライノ（び付属している場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ I 」や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、バッテ I 」、八ード 
ディスク、 CPU など、パソコン本体を指します。 

パソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状に合わせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 


I 1 I トラブルを巧おするまでの流れ 

ブルの原因をつを止めよう 

6 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


2 


トラブル巧処法 


トラスレび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! Q & A を読む 


本書では、トラブルの解決方法を Q & A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにち Q & A び記載されているので、あわせて読 
んでください。 


アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU がのマニュアルち読んでください。 


STEP 3 サポートのサイトで調べる 


「 dynabook . com 」 へ接続し、各種ヴポート情報か日解決方法を探します。 
dynabook.com 「本節团トラブル事例を見てみる」 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録且お問い合 
わせ先』で確認してください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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- y ソノ U — r ' 


デノ（イスドライノ（や修正モジュールをダウン 
□ー ドでさます。 

東芝に聞く（お問い合わせ） 

技術的なご相談や Web か日の各種手続きを紹 
介しています。 

自分で調べる 

製品情報検索や自己診断-修理依頼を紹介し 
ています。 

ウイルス-セキュリティー情報 


東芝パソコン全体の「よくある質問 （ FAQ )」 や、デバイスドライバや修正モジュールのダウ 
ン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 

よくある質問 （ FAQ ) 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法;^ 
探すことびできます。 

「本項-バソコンの操作に困った S 「よ< 
ある質問 (FAQ)JJ 


TOSHIBA 

Leading Innovation »> 


dynabook 

.com 

サポ-卜情*け 

dunfthnok on^^^’’lブ > ヴボート巧 S 


1ドでゴ iv | l 巧ホ1 


® ウイ h 巧〇ウIプなホ 




■5 に ■" お田いをわせ） 自分で H ベる 


I よく び AQ) !■ ダウン 0-K 1 



I >oo oooDoofiooo< x iofxywxyyif>fyvTOOQOoooooooof>oooQQOQfiooooo<y uo な在な月 
か日） 

< パ > い XV わパ 20 ホ圧め!月 


々日） 

I y> 、 ' ，、 …>! ィ , 、 >00000000 cx^oooonctonooocx) 000 ctcioooonctocx,- な '論 <, 


口 OXX 年が月な日） 

□ 1 ~) 000000000000000000000000 nX>QOO 00000000000 Ot UOXX 注な日 xx 白 ) 

口 の〇 000000000 tXnOQQOOQOOQOQOQQOQQOQQtl 柏 0000( UOXX 在 XX 月 XX 日 ) 

□ yxYxVifintXYiOtXY) 001 YilYlOlYVyxYlOftiYlOflivyxYliYiKyxVitW) 。〇 XX ま化百な 口 


ロ レ*か 》«^^ ^ |1 の卜./7 へ 

&g トップべージ_I ■ん打Iヴ仆のこ巧 


大切なお知らせ 

東芝 PC をお使いの方へお知日せ 
I お客様登録 


C 叫がが<面 19>K-20S< TOSH が CORPORATION.ATI 的 h じ Rearved 


读示例) 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■パソコンの操作に困った5「よくある質問 （ FAQ )」 

r よくある質問 （ FAQ )」 では、日頃、よく寄せられる質問について、ヴポ- 
や解説をまじえて解決方法を掲載しています。 


トスタッフび、図 


. ウイルス ’G キュリティな 


•Etr- ビス否 Q-g 


000 


ご白分巧舶たいち Pci の回奋否 FAQ (よくあるちち D ぞ巧ホ U て見二けましょう-お柱るなどとちな 
争巧ち A 力する r キ ー9- ドなま J や、あ6かじめ友モされているカテゴリか6自分びI田べたいちめ 
«埋ぶだけで«まできる r カテゴリ巧おなどがあ y ます。ま? i、 「お田コンテン’シ J はお国定巧って 
行かリサすく巧な老ほ巧しています， g 曲[の FACT 由抗け r 巧舍巧扣 j g ご B くださ U 


n キーヮード埃索 

D カテゴリ（かんたん）ちま 

が柱. 0 S ， 巧品るなどと ■_ ご《^3の巧 
岳を丰ーワードス•力して.よく巧るごち 
を 1け明）をなホすることげホ**す 

ご巧ち巧でテゴリの 一 K まか6巧走して 
巧ますることぴでをます。 

II D 巧扣5見る J 

1 □ 巧袖を見る1 


I 〇ホ宙番号で#ま 




曲困コンテンツについて 


<ある百問 （P 


トラブル事例を見てみる 


I 


.1 


|g 1 


抑 が化 ^ I 


園に區臣 ils 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


キーワード検索では、条件の選択やキーワードや文章を入力して、検索でさます。 


TOSHIBA 

Lsading Innovation »> 


サポ - 卜情巧'ぶ 

(扣か ooK •的ホッ7> ブポー^«« ) よ<«る H 円 （F* の;■丰-口ード »* 


dynabook 

■com 


® ブイトの〇ウェブ tt * 


. ウイルス‘じキュリティ巧 


H •サービス思 n-g 


キーワード検索 


巧柱. 0S、 お占るなどのキ、ワード入巧で、よくあるこ|«巧け AQ 巧巧をすることがで？ます。 

が?童. 0S などのみ件を这巧 • 入力し. r 巧ホ J ボタン交ク J ッんてくだ3い。なまな.こちらの困面か 
6巧ブて*な5丰ーワードでなホすさはけリア J ポタンだ?リックして<ださい。 

ごち因 S 月テゴリの一良まで巧走して巧ホす5汚さは、「 りテゴリ（かんたいけホ」 ホご利田<ださ 
い， 


P""rdbyl,""i,)«| 


A ならの 
dynabook.com. 


。む 


dynaboek.com m 


|(»ホ、?のご店 ffl につ 


を 


S か年のおられる 
の«巧へ 


。-トブゥウ ( 3 1 【シリ-ズ】巧ミなし 


可[【モデル】巧定なし] v | 


i ,3 l 【サブがコリ）巧定 i 


▼ =?- 口ードや玄 S る入力してくだ由>•丰ーロードの白にはスイース S 入 h てくだ孔>, 


巧し可 

h てくだ孔、 


巧新日 I 押駄し W 


バッをリパック自主 S « 


J L ク U 7 I 


■5トッフぺージ118人 t 宙巧由方が 1 £イトのこ《由さ W 


Cow けか 161なんのな TOSHIBA CORPOMTION.AlIRtgM;ReservM. 


(表示例） 

サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■メールで質問する r 東芝 PC オンライン」 

r よくある質問 （ FAQ )」 を探してち問題び解決できないときは、専用フォームか日お問い合わ 
せください。24時間36已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

お客様登録について「付録 0 お客様登録の手続さ J 

「よくある質問 tAQ)」 で解消方法を探す 
「A. 回答-対処方法」の説明のあとのアンケートに答える 



この巧餐はわを巧のわなに立ちましたか？ 


产 

-.‘I?.*——' 产。 . 一 —1 一 ~ * 


L 

3:巧客に巧ったぴ K まできなかった r 4:なしくてかかろなかった r ! 

5:刚たい内召ではなむった 1 


さを 

「3」「4」「已」のいずれかの項目にチェックをつけてください。 

[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 



<おる百問 ( 


企 aa け请« 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


广宙かでのご在巧について 




'をな 、い 

一力 


〇アップグレードモジュール 

〇 0S& モジユール 
アップグレード 

ード1さ1ウンヴレード〉するとさ1こぶ g な 

ドライ!巧まとめてご疫冉しています。 

ちとしてを丢巧!わ fV コンが巧*となり 
ます。 

0S のアッブヴレード1こと‘巧 S る巧记巧 S 
ご沒供しております。〇5$アッブグレード 
するときの;'主ま幸* P アッブヴレート巧を 
巧ほを二ち巧しています。表示3れたぺ 
-ジかろアッブヴレード巧の OSS 泣巧して 
ください， 

a 詳.巧《をる 

な神を見る 


〇 WindowsVista 
アップグレード 

r モジュールアツブグレード」ののが al こア 
ッブグレードするバージへのリン 
VisUI こアッブグレードする方13こ 
ると巧 W です。 


lU ン巧す. 
5ia ： ^'6A 


0 I*. 却定見る 


读示例） 


〇 メモ 


相談窓□や PC のリサイクル、お客様登録については、『東ち PC サポートのご案内』にも詳しく紹介さ 
れています。 


r 東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従って専用フォームか日ご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了承ください。 

このほか、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合びあります。アプ I 」ケーシヨンについて知りたいことびあるとさは、ホームペー 
ジを確認するのち良いでしよラ。 

ホームぺージアドレスについて『取扱説明書付録且お問い合わせ先』 


■モジュールのダウン□-ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドできます。 

「ダウンロード」から検索できます。[キーワード検索]では、本製品のシ U —ズ名などを選択 
すると、モジュールの情報び一覧表おされます。 

□ S をアップグレードしたい場合は、 0 S に合ったモジュールをダウン□ー ドしてください。 


,ウイルス•たキュリティ任 




ドライパやで卜など巧ここかが‘ウンロードできます。化柱や 0S 定巧んで巧すことができます。る巧 
のドライ"怕巧は r 巧舌怕巧 J をご芭くだ a い. 


〇キーワード«索 

〇ち巧モジュール 

视任 . 03、お品るなどと、ご首巧の巧 
容£キーロードで入月して.巧当のドラ 
イパーなどを巧*することげで？壬す， 

足巧モジュールとアツブヴレートモ y ュ 
-ル S 巧巧 t て巧までミます。 

おないの1 {ソエ/でほ巧 U て L 々ドライバ 
-やで卜のバージ a ンアッブ巧巧の一民 
です。居》の1ち扣から登巧日な i 巧こ化ん 

でい主す《 

0 1*. 巧をちる 

〇巧扣を S る 
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Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい 



Q&A 集 



Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 86 

Q か部ディスプレイを接続した状態で、パソコンをスタンバイや 

休止状態か5復帰したとを、本体液晶ディスプレイに何ち表示されない . 86 

Q か部ディスプレイを取りはずしたとさに、画面び表示されなくなった . 86 

Q 画面び薄暗く、よく見えない . 87 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』ち参照してください。 
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8 9 9 9 
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H 日 & A 集 


0^表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

[ fn ] + ^キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「3章日-因方法2-网+岡キーを使う」 


か部デイスプレイを接続した巧態で、 

Q パソコンをスタンパイやが止状態か6復帰したとを、 
本付:液晶デイスプレイに何も表おされない 


0^外部ディスプレイに、画面表示び切り替わつている可能性びあります。 

外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表示されていた 
場合は、本体液晶ディスプレイに表示を切り替えてください。 

詳細について「 3 章且-因表示を切り替える」 


か部ディスプレイを取りはずしたとまに、 
画面び表巧されなくなつた 


©►外部ディスプレイを接続してください。 

外部ディスプレイをプライマ U デバイスに指定して拡張表示の設定をした場合に、ス 
タンバイや休止状態のとさに外部ディスプレイを取りはずすと、スタンバイや休止状 
態から復帰したときに画面び表示されないことびあります。 

外部ディスプレイの取りはずしは、スタンバイや休止巧態のとさに行わないでくださ 
し、。 


画面/表术 


しば6く放置した5、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないで < ださい。 

巨与^キーや区を g キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後かかることび 
あります。 
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画面び薄お<、よ<見えない 


©►@+臣司キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください* 1 

キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 
キーで 本体液晶ディスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切ったり 


再起動したりすると設定はちとに戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

[東芝省電力]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する機能 
びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 

詳細は、[東芝省電力]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 *1 
①[スタート]一[コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[パフォーマンスとメンテナンス]一[東芝省電力]をク U ックする 
③[基本設定]タブで[画面の明るさ]を設定する 

[設定]ボタンをク U ックすると、バッテ U の残容量ごとに画面の明るさを設定でき 
ます。[解除]ボタンをク U ックすると、バッテ U の残容量ごとの設定は無効になり 
ます。 

©[ OK ] ボタンをクリックする 

*1 この設迫ま、外部ディスプレイには反映されません。 


2 


—术—卜 


ポインタび砂時計のおをしている間にキーを巧してち反なびない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび砂時計の形 （1) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってか5操作してください。 


—ポードか5文をを入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

巧リ+@キーを巧して、タッチパッドを無効に切り替えてください。 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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H 日 & A 集 


©►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正しく接続してください。 


@►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
いる可能性があります。 

下 研 +1巧1 キーを巧して、タッチパッドを有効に切り替えてください。 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 


3 


タッチパッド/マウス 


* マウスは、別売りです。 


ックしてち反応がない 


システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび砂時計のお （1) をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないときびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 



0 パソミ Q 動作がおか」 S とさは 8 















H 日 & A 集 


ダブルクリックがラま<いかないので、速度を変ちしたい 


©►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]一[コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [プ U ンタとその他の八ードウエア]をク U ックする 

③ [マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

④ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]または[ダブルク U ックの速度]のス 
ライダーノ（一を左ちにドラッグする 

⑥ [0 ロボタンをク U ックする 


ポインタの速度を調節したい 


次の手順でポインタの速度を変更してください。 

①[スタート]一[コント□-ルパネル]をク U ックする 
③[プ U ンタとその他の八ードウエア]をク U ックする 

③ [マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

④ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 
⑥ [0 ロボタンをク U ックする 


光学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性びあります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサび働かず、ポインタびラまく動きません。 
なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの劉ヒび非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し读面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど） 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


@►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平日な場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 
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H 日 & A 集 


その化 


パソコンの近 < にあるテレビやラジオの調子びおかしい 


か 巧の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに巧するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 92 

2記録メディアについて . 97 

3お客様登録の手続き . 99 

4技術基準適合について . 101 

已さインタ フエー スの仕様 . 103 

6無線 LAN について . 10已 

7 Bluetooth について . 113 











ほ用に友たつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや巧っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


眶■パソコン本体について 


I タッチパッドの操作にあたって _ 

•タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


^■八ードディスクドライブについて 



I 操作にあたつて _ 

• Disk 己 LED び点灯中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 

•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消'失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保をしておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 


画ま芝 HDD プロテクションのほ用にあたって _ 

•東芝 HDD プ□テクションは、落下.振動.衝撃およびその前兆を検出すると HDD のヘッド 
を退避させ、へッドとメディアの接触によって HDD び損傷する危険性を軽減するちのです。 
ただしその効果を保証するちのではありません。故障などの際は当社な証規定に従って修理 
いたします。また、故障などにより HDD の記憶内容び変化•消失する場合びありますび、 
これによる損害、および本製品の使用不能から生じた損害にっいては当社はその責任を一切 
負いません。大切なデータは必ずお客様の責任のちと普段か日こまめにバックアップされる 
よラお願いします。 
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D ご使用にあたってのお願い 


mm 有線 LAN について 


I LAN ケーブルの使用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] OOBASE - TX 規格は、カテゴ U 已 （ CAT 已）じ(上の 
ケーブルおよびコネクタを使用してください。 

10 BASE - T 規格は、カテゴ U 3 ( CAT 3) LU 上のケーブルび使用できます。 


mm 無線 LAN について 


I お線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのさく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制については、「付録0無線 
LAN について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、付属の『無線 LAN 使用でさる国/地域に 
ついて』を確認してください。 


I 巧線 LAN の操作にあたつて _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの团 uetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 


MiM Bluetooth について 


•本製品は、すべての团 uetooth 対応機器との接続動作を確認したものではありません。また、 
すべての团 uetooth 対応機器との動作を保証することはできません。 

•本製品の团 uetooth 機能を使用できる国/地域についロホ、附録 n Bluetooth につい口 
を確認してください。 














D ご使用にあたってのお願い 


mm 周辺機器について 

I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。3章の各節を読んでか日作業を 
してください。またその際には、巧のことを守ってください。守らなかった場合、故障する 
おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあた b ない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット致さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 
•作業時に使用するドライバは、ネジの形、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてか日 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0 S )、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• US 日対応機器を接続したままスタンバイまたは休止状態にすると、復帰後 USB 対応機器び 
使用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起 
動してください。 

□取りはずす前に確認しよう 

• 取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M 0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 









D ご使用にあたってのお願い 


I USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには r 東芝 USB ス U - プアン 
ドチャージユーティ U ティ」で本機能を有効にする必要びあります。 

•本機能を r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」で有効にした際、 f ) ア 
イコンび付いている USB コネクタに接続している US 日周辺機器び正しく動作しない場合び 
あります。この場合、本機能を「東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」で無 
効に設定して < ださい。 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、より多くの充電時間び 
必要になることびあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続せず常時給電に対応した USB コネクタに外部機器を接続 
した場合でち、 USB コネクタか日の常時給電び行われます。このためパソコンの電源び 
OFF の状態でもバッテ U び消費されますので、 AC アダプタを接続してお使いになることを 
おすすめします。 

•パソコン本体の電源 ON / OFF と連動する US 日バスパワー ( DC 已 V )連動機能を持っ外部機 
器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー ( DC 已 V )の供給を停止させることびあります。 

I まち USB ス IJ - プアンドチャージユーティ IJ ティについて 

r 東芝 USB ス U - プアンドチャージユーティ U ティ」は、 USB の常時給電に対応している 
USB コネクタの設定を行うことびできます。 

• 起動方法 

①[スタート]一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ] 一 [USB 
ス I 」ープアンドチャージ]をク I 」ックする 
• USB の常時給電の有効/無効 

r 東芝 USB ス U —プアンドチャージユーティ U ティ」は、常時給電の機能を有効/無効に 
設定でさます。 

I 外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•なのよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

• 拡張表示で外部ディスプレイをプライマ I 」デバイスに設定した場合、スタンバイまたは休止 
状態のときに外部ディスプレイをはずさないでください。スタンバイまたは休止状態から復 
帰したとさに□グオン画面び表示されずに操作びでさなくなる場合びあります。 

I べッドホンの操作にあたって _ 

•なのよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 









D ご使用にあたってのお願い 


B バッテリについて 

I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U パックの温度び極端に高いまたはほいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http :// it . jeita . or . jp / perinfo / comfnittee / pc / battery/menul .htm 


匿！ ■ Web カメラにごいて 


I Web カメラをほ用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に触れたり、強く巧したりしないでください。画質び低下する原因 
となります。 

レンズ部分び巧れた場合は、眼鏡ふき（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でふいてくだ 
さい。 


匯遲 CD / DVD の書を込みに使用するアプリケーシヨン 

H オプションの外付けの CD / DVD ドライブを接続して、 CD / DVD に書き込む際には、本製品 
に付属の;欠のアプ U ケーションをご使用ください。 

•「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 

•「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 

購入時の状態ではインス I -ールされていません。 

[スタート]一[すべてのプ□グラム]一[アプ U ケーションの再インス!-ール]か日インス 
I -ールしてください。 

「 TOSH 旧 A Disc Creator 」「 TOSH 旧 A Direct Disc Writer 」 を使用するときは、それぞれ 
のヘルプを参照してください。 
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記錄ゾディアについて 


記録メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 


メディアカードをほラ前に 


mm メディアカードの操作にあたつて 


•ブリッジメディア □ LED び点打中は、電源を切ったり、記録メディアを取り出したり、パ 
ソコン本体を動かしたりしないでください。データや記録メディアび壊れるおそれびありま 
す。 

•記録メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場 
合、パソコンの動作び不安定になったり、記録メディアび壊れるおそれびあります。 
•スタンバイ中は、記録メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあり 


よ9 〇 


•記録メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそ 
れびあります。 

• 記録メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失した 
り、記録メディアび壊れるおそれびあります。 


SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に 



•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 
カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U カード用のアダプタは使用できません。 

• ブリツジメディアス□ツトか日 miniSD メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはずす 
ときは、必ず min 旧 D メモ U 力ードまたは microSD メモ U 力ード用のアダプタに装着したま 
まの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモリカードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取りみめに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
でコピ ー 、再生することはできません。 SDMI とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様をみめるための団体のことです。 

•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ I 」カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱ラことびできます。メモリの一部を管理データ領域とし 
て使巧するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 
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0 記録メディアについて 


I SD メモリカード/ SDHC メモリカードのフォーマツトについて 

• Windows 上 （[コン ピュータ]画面）で SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの フォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなどほかの機器で使用 
でさなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行うと、その SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードに保をされていた情 
報はすべて消去されます。 ] 度使用した SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを再フォー 
マットする場合はミ主意してください。 

• r 東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」でフォーマットするときは、 r 東芝 SD メモ U 力ード 
フオーマット」じ(外の、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用するアプ U ケーシヨ 
ンはあ日かじめ終了させてください。 


mm マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作は保証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 



Q [記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でをる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、記録メディア専用のシュレッダーち販売されています。 
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おさ樣普録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用ち（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
よ 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 


まちの ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、なのアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://rooml 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 

I 宣録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-[東芝お客様登録]アイコンか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、登録巧のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http :// rooml 048 .jp 


商品の追加登録は「方法1」または r 方法2」で行います。 
ここでは、「方法1」を紹介します。 



B お客様登録の手続さ 


mm [ま泛お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、[東芝お客 
様登録]アイコンから TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあい 
だの通信料金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

メモ 

• インス!-―ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用をお認する画面び 
表示される場合びあります。 

画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[ま芝お客様登録]アイコン（爲）をダブルクリック 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

(降は、画面の指示に従って操作してください。 











巧術甚準適をについて 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

30 WAC アダプタ使用：（社）電子情報技術産業協会情報処理機器高調波電流抑制対策実 
行計画に基づ<定格入力電力値： 30 W 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


「白 章已-因 ]- Q : パソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい」 

■ FCC information 



FCC notice "Declaration of Conformity Information" 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the F し C rules. These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy ana, if not installed and used in accordance with the 
instructions, it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does 
cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 


♦ Reorient or relocate the receiving antenna, 

♦ Increase the separation between the equipment and receiver. 

♦ Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

♦ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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□ 技術基準適合について 


WARNING : Only periuherals complying with the FCC class B limits may be attached to this 
equipment. Operation with non-comoliant peripherals or peripherals not recommended by 
TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must be 
used between the external devices and the computer's RGB port, USB port ， and microphone 
jack. Changes or modifications made to this equipment, not expressly cm ロド oved by TOSHIBA or 
parties authorized by TOSHIBA could void the user's authority to operate the equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the FCC Rules, 

Operation is subject to the following two conditions: 

し ihis device may not cause harmful interference. 

2. This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc. 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

■ EU Conformity Statement について 

C€ 

Tnis product and - if applicable - the supplied accessories too are marked with CE and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC. 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 


The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 





5 I るインタフエ—スの仕樣 


■■ RGB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

□ 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

十 曰 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

S DA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

□ 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

I/O 

コネクタ図 

已 1 

( 0 0 0 0 0 ') 

1 〇 \— 〇 〇 〇 〇 0-/-6 

VOODOO / 

1 已 11 

高密度 D-SU 目 3 列 1 已ピンメス 



信号名 

信号方向（ I ) 
信号方向 （0) 


一びついているのは、負論理値の信号です 
パソコン本体への入力 
パソコン本体か日の出力 
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0 各インタフェースの仕様 


USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

VBUS 

+曰 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D 十 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


1 _| 1 _ 11 _ 11_1 
12 3 4 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 


LAN インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TX 

送信 データ （+) 

□ 

2 

-TX 

送信 データ （一） 

□ 

3 

RX 

受信 データ （+) 

1 

4 

Unused 

未使用 


5 

Unused 

未使用 


6 

-RX 

受信 データ （一） 

1 

7 

Unused 

未使用 


8 

Unused 

未使用 


コネクタ図 


ド^ 

11111111 

87色己4321 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 




















































6 I 巧緑 LAN について 


mm 無線 LAN の概要 

本製品には、 IEEE 802.1] b 、 IEEE 802.1 ] 邑に準拠した無線 LAN モジュールび内蔵されてい 
ます。次の機能をサポートしています。 

•規格値已 4 Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802.1 ] 吕の場合）* ■ 

•規格値] ] Mbps 無線 LAN 対応 （ IEEE 802.1化の場合）り 
•周波数チャネル選択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 

* 1表示の数値は、無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送巧度を示すちのではありません。 


B お線特性 


無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 


多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線 
規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 mm お知日せ」を確認してください。 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 lb 

2.4 GHz に 400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

□ FDM - BPSK , 0 FDM - QPSK ，0 FDM -1 目 QAM ， 
□ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散ち式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS-DBPSK 



無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

钉？ メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
りまず。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る’’障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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回無線 LAN について 


mm ヴポートずる周波数ち域 


無線 LAN びヴポートする 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線規制によって 
異なる場合びあります（表「無織 EEE802.1 ] チャネルセット」参照)。 

各地域で適用される無線規制については、「本節 I 面お知らせ」を確認してください。 

■無織 EEE802.1 1 チャネルセット 
• 吕 .4GHz 帯：吕 400 ~2497MHz (IEEE 802.1 Ib/g の場合） 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24 曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467*2 

13 

2472 が 

14 

2484 が 


* 1購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

*2 これらのチャネルび使用可能かどラかは、使用する無線 LAN モジュールによって異なります。使用巧 
能チャネルについては、付属の『無線 LAN 使用できる国/巧域について』を参照してください。 


無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、巧のよラに管理されます。 

• インフラストラクチャモードで無線 LAN 接続する場合、モジュール側び自動的に無線 LAN 
アクセスポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする 
場合は、ステーシヨンび必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アクセス 
ポイントの設定チャネルちこの範囲にする必要びあります。 























回無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.7 已 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 

/ \ 

この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている巧許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等（しソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを$害認して < ださい。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が凳生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起さたとさは、まち PC あんしんヴポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 /J < 

本製品とお包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 


①②③④ 


2.4DS/0F4 





① 2.4 
③ DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS - SS 方式であることをおす。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m じ(下であることを示す。 

2,400 MHz 〜2, 483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意昧する。 


■ま忌 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『取扱説明書』の巻末を参照してください。 















回無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、 
技術基準適合認証を受けた無線モジュールを内蔵しています。したびって、本製品を使用する 
とさに無線局の免許は必要ありません。 


■ Atheros b / g 対応モデル 

無線設備名： A 祀 B 9 已 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : D 081 038003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


ra お知らせ 

I お線製品の相互運用性 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジユールは、 Direct Sequence Spread Spectrum 
( DSSS)/Orthogonal Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用でさるよラに設計されており、巧の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs(Revision b / g ) (無線 LAN 標準規格(版数 
b / g )) 

• Wi-Fi Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi-Fi CERTI 円 ED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定マークです。 










回無線 LAN について 


I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。：欠にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日なし觸合 
は 、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、管理者に使用の可否について確認してください。 

I 規制に関する情ま民 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
のマニュアルに記載されている製造元の指示に従ってください。本装置は、無線周波基準と安 
全基準に準拠しています。 

• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 


• USA-federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules, These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures: 
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• Reorient or relocate the receiving antenna, 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this The Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting 
cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regaramg antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/rpb. 

• Europe 

Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 

Belgique; registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 

V 曰 or prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
gee 打 registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie Joint u contact opnemen met 
BIPT. 

Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exteneur d’un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences，veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland; License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 

Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 
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France: Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 

may be used outdoors in France. 

Bande de rrequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits ex お rieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 

E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interno. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 


Nederland License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebmik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 
2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 

参 Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed to 
change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as performance 
to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communications; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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K ■使用でまる国/地域について 

本製品の無線 LAN を使用でさる地域については、付属の『無線 LAN 使用でさる国/地域につ 
いて』を確認してください。 







7 1 Bluetooth について 


本 Bluetooth モデルのみ 


mm 物埋仕樣 



通信方式 

Bluetooth Specification Ver .2.1 +EDR 


無線周波数帯 

2.4 GHz に 402 〜 2480 MHz ) 

ワイヤレス通信 

変調方式 

周波数ホッピング方式 

2値 FSK 


出力*1 

最大十 4 dBm (Power ClassS ) 


受信感度*' 

-7 日服 m 


通信距離 

見通し] Om * 旦 

電源電圧 

3.3 V 

消費電力 

最大200 mA 


*] アンテナの効率は含まれません。 

*2 周囲の電波環境、障害物、設置環境などにより異なります。 


B お線特性 

Bluetooth モジューパ 


ルの無線特性は、製品を購入した国、購入した製品の種類により異なる場 


合びあります。 

多くの場合、無線通信は国/地域によって使用び規制されています。無線ネットワーク機器は、 
無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線規制に 
より無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 

本製品の团 uetooth 通信機能び使用できる国/地域については、「本節 mm 使用できる国/ 
地域について」を確認してください。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 


メモ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼずことびあ 
ります。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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mm Bluetooth ® まミ製モジ: L - ルを日本でお使いの場合のごミ主意国 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 



この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯でず。この周波数では電 
子レンジ等の産業 - 科学 - 医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、巧許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、文は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 /J 、 

本製品とお包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 

(1) に） （ 3) 

2. 4FH1 


(4) 

(1) 2.4 : 2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

に） FH :変調方式び FH-SS 方式であることをおす。 

(3) 1 :想定される与干渉距離び] Om じ(下であることを示す。 

(4) 1 ;; : 2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域 

を回避可能であることを意味する。 

■ ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『取扱説明書』の巻末を参照してください。 
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mm 機器認証表示について 

本製品は、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局の端末設備として、技 
術基準適合認証を受けております。 

無線設備名 ： EYTFXCS 
財団法人電気通信端末機器審査協会 
認証番号 : D 07-0040001 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


U お知6せ 


■無線製品の相互運用性 

Bluetooth ® 東芝製モジュールは 、 Frequency Hopping Spread Spectrum ( FHSS ) 無線 
技術を使用するあ日ゆる团 uetooth ® ワイヤレステクノ □ジを用いた製品と相互運用できるよ 
ラに設計されており、巧の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Group 策疋の Bluetooth Specification 
Ve 「'2' l+EDR 

• Bluetooth Special interest Group の定義する Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジの Logo 
認証 


メモ 

•本製品はずべての目 luetooth® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器との接続動作を確認したものではあ 
りません。ご使用にあたっては、 Bluetooth® ワイヤレステクノロジを用いた機器対応の動作条件と接 
続の可否情報を取扱元にご ffi 認ください。 


また下記の取り扱い上のミ主意点びあります。 

( 1 ) 本製品は日 luetooth ® Versions . 1 + EDR 仕様に準拠しております。 

Bluetooth ® Version 1 . OB 仕様の团 uetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた機器とは互 
換性びありません。 

に） 2.4 GHz 帯の Wireless - LAN び近距離で使用されていると通信速度のほ下または通信エ 
ラーび発生する可能性びあります。 

(3) Bluetooth ® と Wireless - LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波 
び干渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障 
びある場合は、今お使いの团 uetooth ®、 Wireless - LAN のいずれかの使用を中止してくだ 
さい。 
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■健康への影響 

Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた製品はほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エ 
ネルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとは 
るかに低いレベルに抑え日れています。 

Bluetooth ® 東芝製モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載のガイドライ 
ンにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。この安全基準お 
よび勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検討している専 
門家の委員会による審議結果びまとめ日れています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有ちまたは組織の責任者び Bluetooth ® ワイヤ 
レステクノ□ジの使用を制限する場合びあります。なにその例を示します。 

• 飛行機の中で Bluetooth ® ワイヤレステクノ □ジを用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわからない場 
合は、 Bluetooth ® ワイヤレステクノ□ジを用いた装置の電源を入れる前に、管理割こ使用の 
可否について確認してください。 


Regulatory statements 



参 General 

This product complies witn anv mandatory product sneciiication in any Country/ Region where 
the product is sold. In addition, the product complies with the following, 

• European Union (EU)_and EFTA 


This equipment complies with the 民 &TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the 
CE mark accordingly. 


• Canada - Industry Canada yc) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada, 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , 
and (2) this device must accept any interference, including interference that may cause 
undesired operation of this device." 

L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes :(1)il ne doit pas 
produire de brouillage et (2)1’ utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage 
radioelectrique recu, meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement 
du dispositif. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada 
technical specifications were met. 
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• USA-Federal Communications Commission (FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules, These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a articular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized 
modification of the devices included with this Bluetooth® Card from TOSHIBA, or the 
substitution or attachment of connecting cables and equipment other than specified by 
TOSHIBA. 

The correction oi interference caused by such unauthorized modification, substitution or 
attachment will be the responsibility of the user. 

Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Bluetooth® Card from TOSHIBA is far below the FCC radio 
frequency exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth® Card from TOSHIBA shall be usea in 
such a manner that the potential for human contact during normal operation is minimized. The 
antenna(s) used in this device are located at the upper edge of the LCD screen, and this device 
has been tested as portable device as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD 
screen is rotated 180 degree and covered the keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested 
with Wireless LAN transceiver for co-location requirements. This device and its antenna(s) 
must not be co-located or operating in conjunction with any other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that 
it does not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult 
Safety し ode 6， obtainable from Health Canada’s website www.hc-sc.gc.ca/qwh-semt/pubs/ 
radiation/99ehd-dhm237/index-eng,php,/ 
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参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not 
allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original 
characteristic as well as performance to a approved low power radio-frequency 
devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and 
interfere legal communications; If found, the user shall cease operating immediately 
until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in 
compliance with the Telecommunications Act, 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference 
from legal communications or ISM radio wave radiated devices. 


■ a 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/化域し U 外では使用 
でさません。 


アイスランド 

韓国 

曰本 

7ルタ 

アイルランド 

キプ□ス 

ニュ ージー ランド 

7レーシア 

アメ 1」力合衆国 

ギリシャ 

ノ レウエー 

メキシコ 

ィタ1」ァ 

クゥェート 

パキスタン 

南アフリカ 

イギリス 

スイス 

八ンガ1」 一 

モナつ 

ィンド 

スウェーデン 

フィ1」ピン 

ラトビア 

インドネシア 

スペイン 

フィンランド 

1」トアニア 

エストニァ 

ス□バキア 

フランス 

1」ヒテンシュタイン 

エジプト 

ス□ベニア 

ブルガリア 

ルクセンブルク 

オマーン 

台湾 

ベトナム 

ルーマニア 

オーストラ1」ア 

チ1」 

ベルギー 

レノ（ノン 

オースト1」ア 

中国 

ポーランド 


オランダ 

デンマーク 

ポルトガル 

カナダ 

ドイツ 

香港 


に日09年3月現在) 



































